
(1)　研修名・対象・実施主体等一覧表
注 (1)　校種別内訳は、教員のみの数であり、職員は「その他」に計上。
(2)　実施主体の略称　　セ：教育センター　　総：総務課　　義：義務教育課　　高：高等学校教育課　　保：保健体育課　　生：生徒指導課
(3)　予定人数は新潟県教育委員会が主催する研修の定員

Ⅰ　 基本研修

幼 小 中 高 特
悉
皆
指
名
割
当
希
望
セ 総 義 高 保 生

1 幼稚園等新規採用教員研修
幼稚園・幼保連携型認定こども園等新規採用教
諭

100 50 50 9 ○ ○ ○ 25

2 初任者研修（小学校） 小学校新採用教諭 155 155 11 ○ ○ 25

3 初任者研修（中学校） 中学校新採用教諭 177 177 11 ○ ○ 25

4 初任者研修（高等学校） 高等学校新採用教諭 5 5 22 ○ ○ 26

5 初任者研修（特別支援学校） 特別支援学校新採用教諭 24 24 11 ○ ○ 26

1
8 6 新採用養護教諭研修 新採用養護教諭 30 10 ○ ○ 27

7 新採用栄養教諭研修 新採用栄養教諭 1 1 12 ○ ◎ ○ 27

8 教職2年次研修（小・中・特） 小・中・特別支援学校教職経験２年目教諭 380 3 ○ ○ 27

9 教職2年次研修（高等学校） 高等学校教職経験２年目教諭 5 5 2 ○ ○ 28

10 教職2年次研修（養護教諭） 教職経験２年目養護教諭 32 23 6 2 1 2 ○ ○ 28

11 教職６年次研修（幼稚園） 幼稚園等教職経験６年目教諭 20 20 2 ○ ○ 28

12 教職６年次研修（小・中・特） 小・中・特別支援学校教職経験６年目教諭 300 2 ○ ○ 28

13 教職６年次研修（高等学校） 高等学校教職経験６年目教諭 46 46 2 ○ ○ 28

14 教職６年次研修(養護教諭) 教職経験６年目養護教諭 30 15 9 2 4 2 ○ ○ 28

15 教職６年次研修(栄養教諭) 教職経験６年目栄養教諭 5 5 6 ○ ◎ ○ 28

16 中堅教諭等資質向上研修（幼稚園）
幼稚園・幼保連携型認定こども園等教職経験13
年目教諭

30 20 10 5 ○ ○ ○ 28

17 中堅教諭等資質向上研修（小・中・特） 小・中・特別支援学校教職経験13年目教諭 185 8 ○ ○ 29

18 中堅教諭等資質向上研修（高等学校） 高等学校教職経験13年目教諭 60 54 2 4 8 ○ ○ 29

19 中堅教諭等資質向上研修（養護教諭） 教職経験13年目養護教諭 15 9 3 3 8 ○ ○ 29

20 中堅教諭等資質向上研修（栄養教諭） 教職経験13年目栄養教諭 7 7 8 ○ ◎ ○ 30
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Ⅱ　専門研修
1　課題別研修

幼 小 中 高 特
悉
皆
指
名
割
当
希
望
セ 総 義 高 保 生

21 教科指導力向上講座（小・中・特）
小・中・特別支援学校教諭（教職経験４年目また
は５年目）

72 ○ ○ ○ 4 ○ ○ 30

22 教科リーダー育成講座（小・中・特）
小・中・特別支援学校教諭（教職経験７年目以
降）

72 ○ ○ ○ 5 ○ ○ 30

23 教科リーダー養成講座（高等学校）
原則として教職経験が２校目以降の高等学校教
諭

15 15 3 ○ ○ 30

24
ICTを活用して資質・能力の育成を図る単元デザ
イン講座

小・中・高等学校教諭、小・中・高・特別支援学校
養護教諭、栄養教諭

40 2 ○ ○ 30

25 学びの質向上研修会（教科部会） 高等学校・中等教育学校教諭 110 110 3 ○ ○ 30

26 教科研究員研修会（高） 高等学校教科研究員 45 45 4 ○ ○ 30

27 教科別ＩＣＴ活用研修（高等学校） 高等学校教諭 460 460 2 ○ ○ 30

28 教科教育専門監育成研修 小・中学校教諭 12 5 ○ ○ 30

1
9 29 各教科等研究協議会 高等学校・中等・特別支援学校教諭 1020 1020 1 ○ ○ 30

30 校長研修会 高等学校・中等教育学校長 90 90 1 ○ ○ 31

31 副校長・教頭研修会 高等学校・中等教育学校副校長・教頭 120 120 1 ○ ○ 31

社会 32 成年年齢引き下げへの対応に関する研修会 高等学校・中等教育学校教諭 100 100 1 ○ ○ 31

33 小学校理科基礎講座 小学校教諭 8 8 2 ○ ○ 31

34 理科授業力向上講座 小・中学校教諭 33 1 ○ ○ 31

35 先端科学技術活用講座 高等学校教諭 25 25 5 ○ ○ 31

36 体育・保健体育指導力向上研修 小・中・高等学校体育担当教員 4 3 ○ ○ 31

37 体力向上指導者養成研修伝達講習会 小・中・高等学校体育担当教諭 307 5 ○ ○ 31

38 新潟県柔道安全指導研修会 中学校体育担当教諭 100 5 ○ ○ 31

39 保健教育実践講座 小・中・高・特別支援学校教諭・養護教諭 20 2 ○ ○ 31

40 健康教育指導者養成研修
小・中・高・特別支援学校教諭、養護教諭、指導
主事

4 2 1 1 4 ○ ○ 31

41 中学校英語科主任研修 中学校英語担当教諭 83 83 2 ○ ○ 31

42 小学校外国語実践講座 小学校の外国語または外国語活動担当教諭 80 80 2 ○ ○ 31

43 英語４技能５領域が育つ深い学び実現講座 中・高等学校教諭 24 3 ○ ○ 31
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44 英語教員指導力向上研修会（高等学校） 各校英語担当教諭 90 90 4 ○ ○ 31

45 英語ディベート・ディスカッション指導実践講座 英語担当教諭 20 20 4 ○ ○ 31

46 小学校英語専科教員情報交換会 小学校英語専科教員 47 47 4 ○ ○ 31

47 小学校プログラミング教育推進講座 小・特別支援学校教諭 25 ○ ○ 1 ○ ○ 31

48 高等学校「情報Ⅰ」指導者研修会 高等学校教諭 92 92 3 ○ ○ 31

49 タブレット端末管理システム（ＭＤＭ）運用研修会 高等学校教諭 92 92 3 ○ ○ 32

50 タブレット端末活用研修会 高等学校教諭 92 92 3 ○ ○ 32

51 １人１台端末活用講座
小・中・高・特別支援学校教諭、養護教諭、栄養
教諭

120 1 ○ ○ 32

52 ＩＣＴを活用した授業づくりリーダー養成講座
小・中・高・特別支援学校教諭、養護教諭、栄養
教諭

40 1 ○ ○ 32

53 豊かな心をはぐくむ道徳教育講座 小・中・特別支援学校教諭・養護教諭 40 ○ ○ ○ 2 ○ ○ 32

54 道徳教育推進研修 小・中・高等学校校長、教頭、教諭、指導主事 未定 ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ◎ ○ 教職員支援機構 32

55 道徳教育推進協議会 小・中・高等学校校長 3 ○ ○ ○ 2 ○ ◎ ○ 32

2
0 56 道徳教育パワーアップ研究協議会
小・中・高等・中等教育・特別支援学校教諭・管
理職、市町村教委指導主事等

未定 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○ ◎ ○ 32

免許外教科 57 免許外教科担当教員研修会 中学校教諭 120 120 1 ○ ○ 32

58 外国人児童生徒の日本語指導講座
小・中・特別支援学校教諭、市町村教委指導主
事、日本語指導担当者

20 8 8 4 1 ○ ○ 32

59 生徒指導基幹研修 小･中･高等学校教諭 3 1 1 1 3 ○ ○ 教職員支援機構 32

60
感情をコントロールする力と社会性を育てる生徒
指導講座

小・中・高・特別支援学校教諭・養護教諭 30 2 ○ ○ 32

61 チーム学校で進める協働的な教育相談講座 小・中・高・特別支援学校教諭・養護教諭 24 4 ○ ○ 32

62 人権教育、同和教育指導者研修会（小･中学校） 人権教育、同和教育指導者 20 1 ○ ○ 32

63 人権教育、同和教育主任等研修会（小･中学校） 人権教育、同和教育主任等 310 1 ○ ○ 32

64
人権教育、同和教育現地等研修会（小・中・高等
学校）

小･中･高等学校教諭 46 3 ○ ○ ◎ 32

65 人権教育、同和教育連絡協議会（小・中学校）
小・中学校児童生徒支援加配教員・校長、市町
村教育委員会指導主事

37 1 ○ ○ 32

66 同和教育研究集会
小･中･高等・特別支援学校教諭、校長、教頭、
市町村教育委員会指導主事等

2500 2 ○ 32

67 人権教育、同和教育研修会（高等学校） 高等学校教員 100 100 1 ○ ○ 32

68 人権教育、同和教育担当者会議（高等学校） 高等学校教員 83 83 1 ○ ○ 32

69 人権教育、同和教育指導者研修会（高等学校） 高等学校校長・教頭 28 28 1 ○ ○ 33
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70 新任特別支援学級担任教員研修 初めて特別支援学級を担任する小・中学校教諭 300 2 ○ ○ 33

71 特別支援教育コーディネーター専門研修 小・中・高・特別支援学校教諭・養護教諭 32 5 ○ ○ 33

72 高等学校特別支援教育コーディネーター研修 高等学校教諭・養護教諭 30 30 2 ○ ○ 33

73
適切な合理的配慮の提供の在り方に関する研
修

特別支援学校の校長、教頭 72 72 2 ○ ○ 33

74
日本語指導を必要とする帰国・外国人生徒の支
援に関する研修

高等学校・中等教育学校 校長･副校長・教頭･教
諭

20 20 1 ○ ○ 33

75 通級指導等担当研修 小・中・高・特別支援学校教諭 80 2 ○ ○ 新任20、経験60 33

76 言語障害・難聴通級指導教室担当者育成研修
言語障害・難聴通級指導教室担当教員（○通登
録教員）

6 5 ○ ○ 33

77 特別支援教育入門講座 小・中・特別支援学校教諭 45 ○ ○ ○ 3 ○ ○ 33

78 発達障害教育基礎講座
幼・小・中・高・特別支援学校教諭、養護教諭、
校長、副校長、教頭、園長、副園長

60 1 ○ ○ 33

79 発達障害に関する指導困難事例対応講座
幼・小・中・高・特別支援学校教諭、養護教諭、
校長、副校長、教頭、園長、副園長

80 2 ○ ○ 33

80 盲学校理療科担当教員講習会 盲学校理療科担当教諭 1 1 4 ○ ○ 33

81
特別支援学校高等部・就労促進コーディネー
ター研修会

特別支援学校高等部・就労促進コーディネー
ター

18 18 1 ○ ○ 34

82 特別支援学校学校看護師医療的ケア研修会 特別支援学校学校看護師 28 28 1 ○ ○ 34

2
1 83 障害に応じたICT活用研修 特別支援学校教諭 35 35 2 ○ ○ 34

84 いじめ・不登校等対応力向上研修
小・中・高・特別支援学校副校長、教頭、幼・こど
も園副園長

240 1 ○ ○ ◎ ○ 割当210、希望30 34

85 情報モラルに係るネットトラブル対応講座 小・中・高・特別支援学校教諭・養護教諭 40 1 ○ ○ ◎ ○ 割当31、希望９ 34

86 子どものいのちと心の危機対応力向上講座
高等学校養護教諭、小・中・特別支援学校養護
教諭、教諭、高等学校教諭

80 1 ○ ○ ◎ ○ 割当45、希望35 34

87 管理職対象いじめ対策研修会
高等学校・中等教育学校・県立特別支援学校
校長・副校長、教頭

107 86 21 1 ○ ○ 34

88 いじめ対策推進教員地区別研修
高等学校・中等教育学校・県立特別支援学校等
いじめ対策推進教員

119 93 26 1 ○ ○ 34

89 いじめ見逃しゼロ・不登校対応研修
小・中・特別支援学校教諭、県立中等教育学校
前期課程・特別支援学校教諭

548 341 166 34 7 1 ○ ○ 34

90 薬物乱用防止教育指導者研修会 小・中・高・特別支援学校教諭、養護教諭等 50 1 ○ ○ 34

91 いじめ問題理解基幹研修
教諭、主幹教諭、教頭、副校長、校長、指導主
事等

制限
なし

○ ○ ○
8/2
～
○ ○ 教職員支援機構 34

92 生徒指導に係る加配教員研修会
小・中・義務教育学校の生徒指導に係る加配教
員、市町村教育委員会指導主事等

103 25 49 29 2 ○ ○ 34

93 適応指導教室・訪問指導合同研修会
適応指導教室指導員、市町村教育委員会指導
主事、不登校加配教員、民間団体関係者等

120 20 33 67 1 ○ ○ 34

94 高等学校等生徒指導連絡協議会 高等学校・中等教育学校教諭 93 93 1 ○ ○ 34

95 児童生徒の自殺予防に関する普及啓発協議会
小・中・高等学校・中等教育学校・特別支援学
校・教諭・養護教諭等

185 12 19 93 26 35 1 ○ ○ 34

96 自殺予防に係る研修会 高等学校・中等教育学校教諭・養護教諭等 86 86 1 ○ ○ 34
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いじめ等 97 いじめ対策推進教員研修会 高等学校・中等教育学校・県立特別支援学校等
いじめ対策推進教員

119 93 26 1 ○ ○ 34

進路指導及び

キャリア教育 98 キャリア教育情報交換会 小中学校教諭　市町村教育委員会指導主事 49 ○ ○ ○ 1 ○ ○ 34

学級経営・
学年経営

99
ルールとリレーションで子どもの笑顔をつくる学
級経営力向上講座

小･中･高･特別支援学校教諭 40 2 ○ ○ 34

100 学校安全教育指導者研修会 小･中・高・特別支援学校教諭等 76 1 ○ ○ ○ 35

101 危機管理講座 小・中・高・特別支援学校校長、副校長、教頭 240 141 60 27 12 1 ○ ○ 35

102 水泳プール安全管理講習会 小・中・高・特別支援学校教諭等 250 100 70 20 10 50 3 ○ ○ 35

103 登山部顧問等安全登山講習会 高等学校教諭 60 60 1 ○ ○ 35

104 統合型校務支援システム導入に係る研修（仮） 高・特別支援学校　校長、教頭、教諭、養護教諭 480
９～
２月

○ ○ ◎ ○ 35

２　職務別研修
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105
小・中・特別支援学校新任校長、幼稚園新任園
長研修

小・中・特別支援学校新任校長、幼稚園新任園
長

120 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ 35

106 高等学校新任校長研修 高等学校新任校長 22 22 3 ○ ○ 35

2
2 107 幼・小・中・特別支援学校新任教頭研修
小・中・特別支援学校新任教頭、幼稚園新任教頭又は幼稚園に教頭
の職がない場合はそれに準ずる職に今年度新たに就いた教諭 120 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ 35

108 高等学校新任教頭研修 高等学校新任教頭 24 24 3 ○ ○ 35

109 教職員等中央研修（校長研修） 小・中・高・特別支援学校校長 2 5 ○ ○ ◎ 教職員支援機構 35

110 教職員等中央研修（副校長・教頭等研修） 小・中・高・特別支援学校副校長、教頭 2 5 ○ ○ ◎ 教職員支援機構 35

111 養護教諭健康相談講座 小･中･高･特別支援学校養護教諭 20 2 ○ ○ 36

112 食育運営研修会 栄養教諭・学校栄養職員 90 1 ○ ○ 36

113 中堅教諭等資質向上研修（学校栄養職員） 職務経験13年目学校栄養職員 1 1 4 ○ ○ 36

114 学校事務職員新規採用者研修 新規採用学校事務職員（市町村立学校） 10 10 2 ○ ○ 36

115 学校事務職員主事キャリア（5年目）研修 経験5年目の学校事務職員（市町村立学校） 23 23 2 ○ ○ 36

116 学校事務職員新任主任研修 主任に昇任した学校事務職員（市町村立学校） 14 14 2 ○ ○ 36

117 学校事務職員新任主査研修 主査に転任した学校事務職員（市町村立学校） 16 16 2 ○ ○ 36

118 学校事務職員新任事務主幹研修
事務主幹に昇任した学校事務職員（市町村立学
校）

1 1 2 ○ ○ 36

119
学校事務共同実施関係者研修（全県推進協議
会含む）

共同実施関係者 400 400 2 ○ ○ 36

120 教職員等中央研修（事務職員研修） 小・中・特別支援学校事務職員 1 1 5 ○ ○ 教職員支援機構 36
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121 新潟県立高等学校実習助手初任者研修 新規採用実習助手 1 1 1 ○ ○ 36

122 実習助手教育一般研修 職務経験６年目実習助手 3 2 ○ ○ 36

123 実習助手専門研修 職務経験13年目実習助手 7 3 ○ ○ 36

124 理科実習助手実技講習（教科） 高等学校理科実習助手 10 10 3 ○ ○ 36

125 新潟県立理科実習助手教員資格認定講座 高等学校理科実習助手
該当
なし

○ 3 ○ ○ R3年度該当者なし 36

126 産業教育実習助手研修会 高等学校専門教科実習助手 1 1 5 ○ ○ 36

127 寄宿舎指導員教育一般研修
県立特別支援学校職務５年経験者寄宿舎指導
員

5 5 2 ○ ○ 37

128 寄宿舎指導員専門研修 県立特別支援学校寄宿舎指導員 14 14 1 ○ ○ ○ 指名12、割当２ 37

129 寄宿舎主任指導員資格認定講座
職務経験14年目以上または36歳以上寄宿舎指
導員

40 40 3 ○ ○ 37

130 学校技術員（用務・農務）研修会（県立学校） 学校技術員(用務･農務) 31 31 1 ○ ○ 37

131 調理師研修会（県立特別支援学校） 調理師 34 34 1 ○ ○ 37

132 司書研修会（県立高等学校） 司書 88 88 1 ○ ○ 37

133 県立学校配置ＡＬＴ研修会 県立学校配置ＡＬＴ 27 27 1 ○ ○ 37

134 外国語指導助手(ＡＬＴ)の指導力等向上研修
県雇用ＡＬＴ、市町村雇用ＡＬＴ、日本人英語担
当教員

27 27 2 ○ ○ ◎ 37

2
3 135 給食運営研修会
小･中学校教諭、養護教諭、栄養教諭、学校栄
養職員

90 ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○ 37

136 地区別保幼小合同研修会 保・幼・小・特別支援学校・行政担当教職員 150 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○ 37

137 公立義務教育諸学校臨時職員研修 臨時職員 200 ○ ○ ○ 1 ○ ○ 37

138 養護教諭ミドルリーダー入門講座 小・中・高・特別支援学校養護教諭 20 2 ○ ○ ○ 指名10、希望10 37

139 教務主任研修会 高等学校教務主任 96 96 1 ○ ○ 37

140 小･中・特別支援学校新任主幹教諭研修 小･中・特別支援学校新任主幹教諭 20 ○ ○ ○ 1 ○ ○ 37

141 教職員等中央研修（中堅教員研修） 小・中・高・特別支援学校教諭 2 5 ○ ○ ◎ 教職員支援機構 37

142 カリキュラム・マネジメント開発研修 指導主事 1 1 3 ○ ○ 教職員支援機構 37

143 体力向上マネジメント指導者養成研修 小・中・高等学校校長・教頭・主幹教諭・教諭 1 ○ ○ ○ 3 ○ ○ 教職員支援機構 38

144 学校安全指導者養成研修 小・中・高・特別支援学校教諭 1 ○ ○ ○ 5 ○ ○ 教職員支援機構 38

145 教育相談基幹研修
教諭、主幹教諭、教頭、副校長、校長、指導主
事等

2 1 1 3 ○ ○ 教職員支援機構 38

146 学校教育の情報化指導者養成研修 高等学校・中等教育学校教諭、指導主事 1 1 5 ○ ○ 教職員支援機構 38

147 産業・情報技術等指導者養成研修 高等学校・中等教育学校教諭 3 3 3̃5 ○ ○ 教職員支援機構 38
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中央研修 148 幼児教育指導者研修 指導主事 1 1 4 ○ ○ 教職員支援機構 38

149 上越教育大学大学院派遣 小･中･高･特別支援学校教諭、養護教諭 12 ２年 ○ ◎ ○ 38

150 上越教育大学教職大学院派遣 小･中･高･特別支援学校教諭、養護教諭 18
１・
２年

○ ◎ ○ 38

151 新潟大学教職大学院派遣 小･中･高･特別支援学校教諭 4 ○ ○ ２年 ○ ◎ ○ 38

152 高等学校教員内地留学 高等学校教諭 1 1 ６月 ○ ○ 38

Ⅲ　実践力向上研修、指導力ステップアップ研修
153 実践力向上研修 － ○ ○ ○ ○ ○ 135 ○ ○ 38

154 指導力ステップアップ研修 未定 200 ○ ○ 38

2
4
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(2)　研修の目的・内容・方法等一覧表
番号 講座名 目的 内容 方法 期日

1
幼稚園等新規採用教員研
修

　幼稚園教育のスタートにあたり、聴講、演
習、協議、参観等をとおして、職務の遂行に必
要な事項の習得とともに、幼稚園教員として
の使命感を養い、幅広い知見の習得を図る。

〈教育センター等における研修〉
　○基礎研修（２日）
    　幼稚園教員として求められるもの
　　　社会人としての接遇　新規採用教員に望むこと
　　　人権教育、同和教育
　　　コミュニケーションの基礎
　　　新規採用教員研修で学んだこと
　　　幼児とのかかわりを考える～映像の視聴を通して～
　○保育技能基礎研修（２日）
　　　幼児の造形活動　　幼児が生き生きと表現するには
　　　子どもと楽しむ絵本の世界
　　　特別支援教育　　　幼児の健康と安全
　○宿泊研修（２日）
　　　保育計画の作成
　　　グループ活動、共同制作活動
　　　保育者としての４か月を振り返って
　○保育参観研修（２日）
　　　保育参観
　　　研究協議
　○学校参観研修（１日）
　　　授業参観
　　　保幼・小接続の取組
　　　幼小の円滑な接続を考える
　　　新採用研修を修了するにあたり

全体指導
講義
講義
演習
体験発表
グループ協議

実技・実習
実技・実習
講義

講義・演習
実技・実習
グループ協議

参観
協議

参観
講義
グループ協議
全体指導

4月1日～3月31日

１　研修指導員を中
心とした指導及び助
言による研修 （勤務
園における研修。１日
５時間を標準とし、年
間10日間実施）

２　教育センター等に
おける研修　（勤務園
を離れて行う研修９
日）

2・3
初任者研修（小学校）
初任者研修（中学校）

　本県における学校教育の現状と課題につい
て理解を深めるとともに、教員としての実践的
指導力と使命感を養い、幅広い知見の習得を
図る。

〈教育センター等における研修〉
　○初任者研修ガイダンス（１日）
　　　教員の心構え　　社会人としての在り方、礼節
　　　教員の服務・勤務について
　　　初任者研修について
　　　初任者研修を終えて
　　　「公開授業研修」の班編成と準備
　○学習指導研修（３日）
　　　授業研修協力校参観（２回）、特別支援学校参観（1回）
　○教育方法研修（１日）
　　　学習指導改善の視点
　　　学級経営の視点について
　　　道徳教育に関する研修
　　　教科別課題研修
　○生徒指導研修（４日）：3日目のみ勤務校受講型
　　　　　　　　　　　　　　　　（TeaRoom、YouTube）
　　　生徒指導の今日的課題、生徒指導の原理と方法
      人権教育、同和教育
　　　安全教育と体力向上
      特別な支援を必要とする子供の生徒指導
　　  メンタルヘルス
　　　児童生徒理解の方法と現状
　　  いじめ・不登校問題への対応
　　　ロールプレイング、傾聴訓練等
　○体験研修（１日）
　　　ボランティア体験活動
　○集団活動研修（１日）：勤務校受講型（TeaRoom、YouTube）
　　　レクリエーション指導
　　　レクリエーションの意義
　

講話
講義
オリエンテーション
体験発表
班編制、準備

講話、講義、授業参
観、協議
講義
講義・演習
講義・実践発表
グループ協議
講義

講義
講義
講義
講義
講義
協議
協議
演習

体験活動

講義・演習
講義

4月1日～3月31日

１　指導教員を中心と
した指導
及び助言による研修
（勤務校における研
修年間120時間以上）

２　教育センター等に
おける研修  （勤務校
を離れて行う研修９
日）
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番号 講座名 目的 内容 方法 期日

4 初任者研修（高等学校）

　本県における学校教育の現状と課題につい
て理解を深めるとともに、教員としての実践的
指導力と使命感を養い、幅広い知見の習得を
図る。

〈教育センター等における研修〉
　○教育一般研修（４日）
　　　高等学校教育の現状と課題
       教員の服務・勤務について
　　　社会人としての礼法と接遇　　学校における文書事務
　　　人権教育、同和教育の現状と課題
　　　キャリア教育について
　　　ICTを活用した授業
　　　教職１年目を振り返って
　　　学校事故等における応急処置について
　　　国際理解教育について
　○教科指導研修（４日）
　　　学習指導要領について　　学習指導要領の解説
　　　各教科指導
　○生徒指導研修（２日）
　　　生徒指導とは　　生徒指導の現場より
　　　特別なニーズに応じた生徒理解と対応
　　　生徒理解と対応
　　　いじめ問題の現状と課題
　　　生徒指導の振り返りと改善
　　　教育相談
　○情報教育研修（１日）
　　　携帯端末における生徒指導上の問題
　　　著作権について
　　　情報の活用～ＩＣＴの授業への有効な活用～
　　　授業におけるＩＣＴの活用
　○宿泊研修（３日）
　　　体験から学ぶ
　○他校種研修（２日）
　　　中学校・特別支援学校における授業参観
　○全員公開授業（４日）
　　　実施校公開授業参観　　全員公開授業発表
　○社会奉仕体験活動（２日）
　　　『いま』『ここ』『わたし』にとっての社会福祉
　　　職場におけるメンタルヘルス
　　　社会福祉施設での研修で心掛けること
　　　社会奉仕体験活動について
　　　社会福祉施設等での体験研修

講話
講話
講義・演習
講義
講義
実践発表
体験発表
講義・演習
講義・演習

講話
講義・演習・協議等

講義
講義
演習
講義
協議
演習

講義
講義
講義
実践発表・講義・演習

実習

授業参観、協議

授業参観、発表

講義
講義
講義・演習
体験発表
講義

4月1日～3月31日

１　指導教員を中心と
した指導
及び助言による研修
（勤務校における研
修年間165時間以
上、週6時間以上）

２　教育センター等に
おける研修 （勤務校
を離れて行う研修22
日、週1回程度）

5
初任者研修（特別支援学
校）

　本県における特別支援教育の現状と課題、
指導の在り方について理解を深めるとともに、
教員としての実践的指導力と使命感を養い、
幅広い知見の習得を図る。

〈教育センター等における研修〉
　○初任者研修ガイダンス（１日）
　　　教員の心構え　　社会人としての在り方、礼節
　　　教員の服務・勤務について
　　　初任者研修について
　　　初任者研修を終えて
　　　現状と目指す方向
　○特別支援教育研修（１日）
　　　障害のある児童生徒の理解と指導
　　　特別支援学校の授業づくり
　○学習指導研修（２日）
　　　授業研修協力校参観、特別支援学校参観
　○教育方法研修（１日）
　　　特別支援学校の教育課程と指導の実際
　　　障害の理解と指導への生かし方
　○生徒指導研修（４日）：3日目のみ勤務校受講型
　　　　　　　　　　　　　　　　（TeaRoom、YouTube）
　　　生徒指導の今日的課題、生徒指導の原理と方法
　　　児童生徒理解の方法と現状
　　   いじめ問題・不登校への対応
　　　人権教育、同和教育　　メンタルヘルス
　　　ロールプレイング、傾聴訓練等
　　　安全教育と体力向上
　　   特別な支援を必要とする子供の生徒指導
　○体験研修（１日）
　　　ボランティア体験活動
　○集団活動研修（１日）：勤務校受講型（TeaRoom、YouTube）
　　　レクリエーションの意義
　　　基本的なレクリエーション活動

講話
講義
オリエンテーション
体験発表
グループ協議

講義・演習
講義・演習

講話、授業参観、協
議
講義・演習
講義・演習

講義
協議
講義
講義
演習
講義
講義

体験活動

講義
講義

4月1日～3月31日

１　指導教員を中心と
した指導及び助言に
よる研修 （勤務校に
おける研修年間120
時間以上）

２　教育センター等に
おける研修  （勤務校
を離れて行う研修９
日）
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番号 講座名 目的 内容 方法 期日

6 新採用養護教諭研修

　学校保健に関する専門的知識、健康相談、
生徒指導上の養護教諭の役割等について、
聴講、演習、協議をとおして研修を深め、実践
力と使命感を養う。

〈教育センター等における研修〉
　○新採用研修ガイダンス（１日）
　　　社会人としての在り方、礼節
  　　教員の服務・勤務について
　　　教員の心構え　初任者研修を終えて
　　　学校保健活動の進め方
　○授業研修協力校研修（２日）
　　　授業研修協力校での研修
   ○特別支援学校参観（１日）
　　　授業研修協力校での研修
　○専門研修（２日）
　　　養護教諭の職務ⅠⅡ
　　　学校における危機管理　　学校環境衛生
　　　学校歯科保健の役割　　学校における救急法の理論
　　　学校における救急処置
　○健康相談研修（３日）
　　　児童生徒の心身の健康
　　　自校の健康相談の実際①②
　　　教員のメンタルヘルス　　人権教育、同和教育
　　　健康相談における養護教諭の役割
　○集団活動研修（１日）
　　　レクリエーション指導
　　　レクリエーションの意義

講話
講義
講話、体験発表
協議

参観・講義

講話、授業参観、協
議
講義
講義
講義
講義・演習

講義
演習・協議
講義
講義・演習

講義・演習
講義

4月1日～3月31日

１　指導教員を中心と
した指導及び助言に
よる研修 （勤務校に
おける研修年間17
日）

２　教育センター等に
おける研修 （勤務校
を離れて行う研修10
日）

7 新採用栄養教諭研修

　食育、給食管理及び生徒指導上の栄養教
諭の役割等について、聴講、演習、協議とお
して研修を深め、実践力と使命感を養う。

〈教育センター等における研修〉
　○専門研修（３日）※Ｒ２年度任用替採用栄養教諭も対象
　　　学校給食を巡る諸課題について
　　　学校給食の目的・目標　　メンタルヘルスについて
　　　教育課程の編成・実施と食育
　　　学校給食実施基準について
　　　学校給食衛生管理基準について
　　　栄養教諭としての１年を振り返って
　　　学校訪問研修
　　　衛生管理の実際と諸帳簿の作成
　　　給食の時間における食育・模擬授業
　　　各教科における食育
　○集団活動研修（１日）
　　　レクリエーション指導
　　　レクリエーションの意義
　　　校種別情報交換
　○食育研修会（４日）※Ｒ２年度任用替採用栄養教諭も対象
　　　給食時間における食育についての実践
　　　各学校における食育の推進上の課題
　　　栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育
　　　食育推進上の課題
　　　人権教育、同和教育について　　教育相談について
　　　食育資料の活用
　　　課題解決のためのグループ協議・演習
　　　授業づくりを楽しもう　　情報モラルと著作権について
　　　授業グループによる授業プランの検討
　　　教科や特別活動における食に関する指導
　　　各学校の授業実践について
　○給食管理・食育研修協力校研修（４日）
　　　研修協力校における研修

講義
講義
講義
講義
講義
発表
発表
訪問
講義・演習
講義

実技演習
講義
情報交換

発表
協議
講義
講義
講義
講義
協議・演習
講義
演習
演習
発表・協議

4月1日～3月31日

１　指導教員を中心と
した指導及び助言に
よる研修 （勤務校に
おける研修年間15
日）

２　教育センター等に
おける研修 （勤務校
を離れて行う研修12
日）

8
教職2年次研修（小・中・
特）

　教職経験２年目教諭に対し、学習指導、学
級経営に関する研修を実施することにより、
学級担任としての資質向上を図る。教員とし
ての実践的指導力と使命感を養い、幅広い知
見の習得を図る。

○教育方法研修（１日）
　　授業におけるICTの活用（小中特）
　　授業における新聞の活用（小中）
　　総合的な学習の時間の指導（小中）
　　（小学校）発達段階に応じた学習指導の実際
　　（中学校）心を育てる道徳教育　　道徳科の授業づくり
　　（特別支援学校）特別支援学級、
　　通級指導教室の教育課程、総合的な学習の時間の指導、
　　自立活動の指導、自立活動について
○学級経営研修（２日）
〈研修１日目〉：勤務校受講型（TeaRoom、YouTube）
　・学級経営の現状と課題
　・学級経営の基本的な考え方
　
〈研修２日目〉：分散会場型
　・学級経営上の諸問題の解決に向けて
　・学級経営上の諸問題の解決に向けて

講義・実践発表
講義・実践発表
講義・演習
実践発表・演習
講義・実践発表・演
習
講義・演習・実践発
表・協議

演習
講義

講義
事例演習

○教育方法研修
　８月３日
○学級経営研修
第１日目
　６月２日
第２日目
　12月１日
　（上越、下越）
　12月３日（中越）
　12月８日
　（中越、佐渡）
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番号 講座名 目的 内容 方法 期日

9
教職2年次研修（高等学
校）

　教職経験２年目教諭に対し、学級経営に関
する研修を実施することにより、学級担任とし
ての資質・能力の向上を図り、 併せて教科指
導力の充実を図る。

〈研修１日目〉
　　新学習指導要領の趣旨の実現を支える学級経営力
　　学級経営における特別な配慮を要する児童生徒への対応
　　教科の指導力向上に関する研修（課題発表と協議）
 〈研修２日目〉
　　学級経営における課題の解決
　　学級経営と生徒指導
　　教科の指導力向上に関する研修（課題発表と協議）

講義
講義
発表・協議・演習

講義・演習
講義・演習
発表・協議

５月７日
10月19日

10
教職2年次研修（養護教
諭）

　教職経験２年目養護教諭に対し、保健室経
営に関する実務研修を実施することにより、
養護教諭としての資質・能力の向上を図る。

〈研修１日目〉
　　校内体制で行う保健教育
　　保健室経営の進め方　　保健教育の授業づくり
〈研修２日目〉
　　学習指導案検討　　校内救急処置体制
　　学校体制で行う健康相談

実践発表
講義

協議

６月18日
９月８日

11 教職６年次研修（幼稚園）

　幼児一人一人の発達課題に即した保育を行
うために、カウンセリングマインドを生かした専
門技術について、聴講、演習、実践報告と協
議等をとおして習得し、指導力向上を図る。

〈研修１日目〉
　　新潟県の幼稚園教育の現状と課題
　　カウンセリングマインドを活かした保育
　　幼児理解のための方策
〈研修２日目〉
　　カウンセリングマインドを活かした保育
　　人権教育、同和教育
　　幼稚園教諭に期待すること～幼児理解の視点から～

講義
講義
協議

発表
講義
講義

６月４日
11月19日

12
教職６年次研修（小・中・
特）

　本県の学校教育の課題や生徒指導上の諸
問題について理解を深め、それに基づいた自
己研修計画の作成、校内での実践、成果の
発表と意見交換をとおして、実践的な指導力
を高める。

〈地区別研修１日目：勤務校受講型（TeaRoom、YouTube）〉
　　本県学校教育の現状と課題　　児童生徒理解　　教科指導
（授業中）における生徒指導の視点
　　望ましい人間関係づくりのためのエクサイズ
　　自主研修計画書の構想
〈地区別研修２日目〉
　　校内における特別支援教育の推進
　　いじめ・不登校の現状と課題
　　人権教育、同和教育の現状と課題
　　レポート発表・質疑

講義

講義・演習
演習

講義
講義
講義
協議

１班（上越・佐渡）
　 ６月８日
    11月12日
２班（中越）
　  ６月14日
    11月8日
３班（下越）
   ６月11日
  11月10日

13
教職６年次研修（高等学
校）

　本県高等学校教育の現状と課題を踏まえ、
生徒指導における実践的指導力の向上を図
るとともに、人権教育、同和教育、特別支援教
育についての理解を深める。また、教科指導
においても、生徒理解に基づく個に応じた指
導・支援を実現する実践的指導力の向上を図
る。

〈研修１日目〉：勤務校受講型（GoogleMeet、YouTube）
　　高等学校教育の現状と課題　　生徒指導の現状と課題
　　生徒理解と信頼関係の構築
　　生徒の学びを中心とする授業
〈研修２日目〉
　　高等学校における特別支援教育の在り方
　　人権教育、同和教育の現状と課題
　　生徒理解に基づくキャリア教育
　　授業改善と研究授業の振り返り

講話
講義・演習
発表・協議

講義
講話・実践発表
講義・演習
発表・協議

６月22日
11月16日

14 教職６年次研修(養護教諭)

　本県の健康相談上の課題や特別支援教育
について理解し、それに基づいた自己研修計
画の作成、校内での実践、成果の発表と意見
交換をとおして、実践的な指導力を高める。

〈研修１日目〉
　　本県の学校教育の現状と健康相談の課題
　　校内研修の進め方とまとめ方
　　校内研修の進め方
　　校内研修テーマの設定と研修の進め方
〈研修２日目〉
　　校内研修の成果の発表、質疑
　　養護教諭が行う実践研究
　　養護教諭が行う実践研究の進め方

講義
講義
実践発表
協議・演習

発表
実践発表
講義

５月25日
12月２日

15 教職６年次研修(栄養教諭)

　本県における学校教育の課題や食育、給食
管理について講義・演習をとおして理解を深
め、実践的な指導力を高める。

○専門研修（２日）
　　学校の今日的教育課題への対応と服務・勤務
　　学校における食育推進の現状と課題
　　衛生管理・栄養管理の現状と課題
　　食物アレルギー対応の現状と課題
　　食育授業のレベルアップを図るために
○食育研修会（４日）
　　給食時間における食育についての実践
　　食育推進上の課題
　　栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育
　　各学校における食育の推進上の課題
　　課題解決のためのグループ協議・演習
　　人権教育、同和教育について　　教育相談について
　　食育資料の活用
　　授業づくりを楽しもう　　情報モラルと著作権について
　　各教科等や特別活動における食に関する指導
　　授業グループによる授業プランの検討
　　各学校の授業実践について

講義
講義・演習
講義・演習
発表・協議
講義・演習

発表
講義
講義
講義
協議
講義
講義
演習
演習
講義
発表・協議

専門研修
８月25日･30日

食育研修会
５月10日・７月26日
１月12日・２月4日

16
中堅教諭等資質向上研修
（幼稚園）

　中堅教員としての役割を果たすため、個々
の能力、適性等に応じ、得意分野・個性の伸
長を図るとともに、本県の教育課題の理解と
園運営に参画する資質・能力の向上を図る。
また、社会体験研修をとおして社会的視野を
広げるとともに、特別支援教育についての理
解を深める。

〈園外研修〉
　○全体研修（２日）
　　　幼稚園教育の現状と課題
　　　幼稚園教育における中堅教員の役割
　　　特別支援教育について
　　　中堅教諭等資質向上研修で学んだこと
　　　人権教育、同和教育について
　　　実践発表（コース別研修）
　○社会体験研修（１日）
　　　児童発達支援センターにおける療育
　　　保育体験
　○コース別研修（１日）
　　　教育課程・学校評価コース　幼児理解、幼児の指導コース
    　子育て支援・預かり保育コース　特別支援教育コース
　　　パワーポイントを使った資料の作成
　　　情報モラルと著作権
　○保育専門研修（１日）
　　　幼児の健康管理　　保幼小接続の取組
　　　実践発表（保育に関する研修）

講義・演習
講義・演習
講義・演習
体験発表
講義
実践発表

講義
参観・体験

演習・協議
演習・協議
講義・演習
講義

講義
実践発表

共通研修（4日）
　・全体研修１
　５月12日
　・全体研修２
　12月22日
　・社会体験研修
　　　６～７月
　・保育専門研修
　11月５日
　・コース別研修
　（1日） ８月４日

＜園内研修＞
・保育に関する研修
（４日）
・課題研究に関する
研修（３日）
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17
中堅教諭等資質向上研修
（小・中・特）

　個々の能力や適性等に応じ、教員としての
専門性の向上を図るとともに、校内において
中堅教員としての役割を果たすため、本県の
教育課題の理解と学校運営に参画する資質・
能力及び教科指導における授業力の向上を
図る。また、いじめ・不登校への対応などを含
めた生徒理解・生徒指導についての専門的知
識と技能を身に付ける。

〈校外研修〉
【共通研修（5.5日）】
　○全体研修（1.5日）：分散会場型
　　　全体研修１（１日）
　　　中堅教諭等資質向上研修の意義と受講の心構え
　　　新潟県教育の現状と課題
　　　いじめ・不登校の現状と課題
　　　人権教育、同和教育の取組
　　　学校運営に参画する中堅教員の在り方
　　　全体ガイダンス
　　　コース別研修の進め方
　　　全体研修２（0.5日）
　　　学校の管理運営と服務・勤務　　学校事故と責任
　　　中堅教諭の今後に期待すること
　○学習指導研修（４日）：分散会場型（YouTube）
　　　小・中・特・高連携を軸にした授業力向上
　　　学習指導研修ガイダンス
　　　学習指導課題
　　　研究授業参観
【コース別研修（2.5日）】：２日目のみ勤務校受講型（Zoom）
　　学習指導、生徒指導、学年・学級経営、特別支援教育、
　　教育課程、キャリア教育の６コース

指導
講義
講義・演習
講義
講義・演習

講義・演習
講話

講義・演習

発表・協議
協議

協議
実践発表

全体研修１
  ５月10日
全体研修２
  12月27日 後半
学習指導研修１
　８月17日
学習指導研修２
  ９月～12月中の３日
コース別研修
　　・１日目   ７月26日
　　・２日目   ８月６日
　　・３日目
　　　　12月27日 前半

＜校内研修＞
・教科指導に関する
研修（10日）
・課題研究に関する
研修（５日）

18
中堅教諭等資質向上研修
（高等学校）

　個々の能力や適性等に応じ、教員としての
専門性の向上を図るとともに、校内において
中堅教員としての役割を果たすため、本県の
教育課題の理解と学校運営に参画する資質・
能力及び教科指導における授業力の向上を
図る。また、いじめ・不登校への対応などを含
めた生徒理解・生徒指導についての専門的知
識と技能を身に付ける。

〈校外研修〉
【共通研修（5.5日）】
　○全体研修（1.5日）
　　　全体研修１（１日）
　　　本県高等学校教育の現状と中堅教員に望むこと
　　　学校の管理運営　　学校組織マネジメント
　　　全体研修２（0.5日）
　　　人権教育、同和教育の現状と課題　　学習指導要領解説
　○学習指導研修（４日）：分散会場型（YouTube）
　　　小・中・特・高連携を軸にした授業力向上
　　　学習指導研修ガイダンス
　　　学習指導課題　　研究授業参観
【コース別研修（2.5日）】
　　　進路指導、生徒指導、学年・学級経営の3コース

講話
講義、講義・演習

講義、講義

講義・演習

発表・協議、授業参
観
講義、実践発表、課
題研究

全体研修１   ４月20
日
全体研修２
　12月21日　午前
学習指導研修１
 　８月17日
学習指導研修２
９月～12月中の3日
コース別研修
　・１日目 ６月25日
　・２日目 ７月21日
　・３日目
    12月21日　午後

＜校内研修＞
・教科指導に関する
研修（10日）
・課題研究に関する
研修（５日）

19
中堅教諭等資質向上研修
（養護教諭）

　学校教育の課題や学校の管理運営、教育
実践上の諸問題について理解を深めるととも
に、養護教諭としての専門的知識、指導力を
高め、中堅養護教諭としての資質の向上と執
務の充実を図る。

〈校外研修〉
　○全体研修（1.5日）
　　　全体研修１（１日）
　　　中堅教諭等資質向上研修の意義と受講の心構え
　　　新潟県教育の現状と課題
　　　いじめ・不登校の現状と課題
　　　人権教育、同和教育の取組　　校内研修の進め方
　　　中堅教諭等資質向上研修（養護教諭）について
　　　健康教育をマネジメントする養護教諭
　　　全体研修２（0.5日）
　　　学校の管理運営と服務・勤務　　学校事故と責任
　　　中堅教諭の今後に期待すること
　○専門研修（３日）
　　　学校保健マネジメント 　実践研究の評価とまとめ
　　　課題別研修について　 最新医療情報～感染症～
　　　子どもの成長とスポーツ傷害　 保健管理と学校環境衛生
　　　科学的根拠に基づいた口腔保健の考え方・進め方
　　　授業改善の視点
　　　課題別研修中間報告
　○健康相談研修（１日）
　　　児童生徒の心の健康　　学校体制で行う教育相談
　　　法令からみた養護教諭の職務
　○関係機関研修（１日）
　　　関係機関との行動連携の在り方
　　　①児童自立支援施設（新潟学園）
　　　②中央福祉相談センター
　○コース別研修（1.5日）
　　　養護教諭が行う実践研究の進め方
　　　校内研修計画の立案
      課題別研修実践発表会

指導
講義
講義、実践発表
講義

講義・演習、講義・
演習
指導

講義・演習、講義
グループ協議、講義
講義、講義
講義
講義
グループ協議

講義、講義・演習
講義

講義
講義

講義・演習
協議・演習
実践発表

全体研修１
　５月10日
全体研修２
　12月27日後半
専門研修１
　７月29日
専門研修２
　７月30日
専門研修３
　10月１日
健康相談研修
　８月24日
関係機関研修
　８月25日
コース別研修
　５月19日
 12月27日前半

＜校内研修＞
・課題別研修（１５日）

29



番号 講座名 目的 内容 方法 期日

20
中堅教諭等資質向上研修
（栄養教諭）

　中堅栄養教諭として指導的役割を担うこと
ができるように、高度な専門的知識や技能を
習得し、指導力を向上させるとともに、個々の
能力・適性に応じ得意分野や個性を伸ばし、
食育を推進する企画力、実行力、調整力を養
成する。

〈校外研修〉
　○全体研修（１日）
　　　全体研修１（0.5日）
　　　中堅教諭等資質向上研修の意義と受講の心構え
　　　新潟県教育の現状と課題　　いじめ・不登校の現状と課題
人権教育、同和教育の取組
　　　全体研修２（0.5日）
　　　学校の管理運営と服務・勤務　　学校事故と責任
　　　中堅教諭の今後に期待すること
　○専門研修（３日）
　　　学校の今日的教育課題への対応と服務・勤務
　　　学校における食育推進の現状と課題
　　　衛生管理・栄養管理の現状と課題
　　　食物アレルギー対応の現状と課題
　　　食育授業のレベルアップを図るために
　　　食育授業協力校における研修
　　　　（給食試食、授業参観、研究協議）
　○食育研修会（４日）
　　　給食時間における食育についての実践
　　　食育推進上の課題　栄養教諭を中核としたこれからの
　　　学校の食育　情報モラルと著作権について
　　　人権教育、同和教育について　教育相談について
　　　食育資料の活用　授業づくりを楽しもう
　　　各学校における食育の推進上の課題
　　　課題解決のためのグループ協議・演習
　　　授業グループによる授業プラン検討
　　　各教科等や特別活動における食に関する指導
　　　各学校の授業実践について

指導
講義

講義・演習
指導

講義
講義・演習
発表・演習
講義・演習
授業参観、研究協
議

発表
講義
講義
協議
演習
発表・協議

全体研修１
５月10日(0.5)

全体研修２
12月27日(0.5)

専門研修
８月25日･30日

食育研修会
５月10日・7月26日
１月12日・２月4日

＜校内研修＞
・基本研修（教科指
導、特別活動、生徒
指導）５日

21 教科指導力向上講座

　学習指導要領の趣旨を踏まえ、ねらいに迫
るための指導計画の作成や学習指導の工
夫・改善をとおして授業力向上を図る。

【集合型】
　授業改善における現状と課題
　教科指導の課題
　学習指導要領の趣旨を実現する教科指導（含むICT活用）
　教材研究＆授業分析
　単元指導の構想
　学習指導案の発表・質疑

共通講義
協議
講義
演習
協議
協議

上越・中越①
　 ６月４日
　 ６月28日
 　８月30日
　 ９月21日
中越②・下越
　 ６月７日
　 ６月30日
　 ８月31日
　 ９月22日

22
教科リーダー育成講座
（小・中・特）

 　学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくり
についての講義や校種・教科別グループ協
議、勤務校での研究をとおして教科の目標を
具現化する授業研究に取り組み、教科指導力
の向上を図り、地域・校種での教科指導の
リーダーを育成する。

（研修１日目・２日目）【集合型】
　学習指導要領の趣旨を実現する教科指導
　研究テーマの構想
　研究授業の学習指導案についての発表・協議
（研修３日目・４日目）【分散会場型（公開授業実施校）】
　研究授業・研究協議（全２回）
（研修５日目）［勤務校受講型(Zoom)］
　実践成果の発表・協議

講義
協議・演習
発表・協議

授業公開・協議

発表・協議

６月１日
８月２日
９月～11月のうち２日
12月７日

23
教科リーダー養成講座（高
等学校）

　学習指導要領の趣旨と、本県高等学校にお
ける 各教科教育の実態を踏まえ、各教科にお
ける喫緊の課題を明確化し、実際の授業をと
おして解決に取り組むことにより、各教科等の
中核教員となり得る実践的授業力を育成す
る。

  〈研修１日目〉【勤務校受講型（zoom）】
　授業改善の視点
  各教科の課題の明確化
　〈研修２日目〉【集合型】
　課題解決への方法
　単元の指導計画、学習指導案の検討、模擬授業等
　〈研修３日目〉【集合型】
　実践発表・協議
　代表者による実践発表

講義・演習
講義・演習

講義
協議・演習

発表・協議
発表・協議

１日目　６月18日
２日目　８月30日
３日目　12月17日

24
ＩＣＴを活用して資質・能力
の育成を図る単元デザイ
ン講座

　主体的・対話的で深い学びの視点での授業
改善に向けて、ICTの効果的活用を視野に入
れた単元構成をつくり、実践するとともに、全
校的な授業改善の推進体制をつくることので
きる中核的教員を育成する。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて勤務校受講型
（NITS動画）
ICTを効果的に活用した単元デザイン構想　勤務校受講型
（Tea Room,Share Point）
深い学びを実現する授業デザイン（集合型）
自校における取組について（集合型）
資質・能力の育成に向けた授業改善（集合型）

講義

演習

講義
協議
演習・協議

６月29日
11月２日

25
学びの質向上研修会（教
科部会）

　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業の研究をとおして、教科指導力を育成
するとともに、生徒の進路実現を図る授業実
践力の向上に資する。

・講義・講演
・実践事例研究
・指導案作成、協議等

講義
実践発表
グループ協議

９月～12月

26 教科研究員研修会（高）

　新潟県高等学校教育水準の向上を図るた
め、学習指導要領における各教科等の指導
上の問題点について研究し、本県高等学校教
育の一層の充実を目指す。

　・研究目的と年間計画
　・学習指導要領の研究

講義
演習

４月～10月
（10月までに各教科３
回）

27
教科別ＩＣＴ活用研修（高等
学校）

　各教科におけるＩＣＴ機器の活用方法及びＩＣ
Ｔ教材の作成について理解を深め、自校でのＩ
ＣＴを活用した授業展開スキルの向上を図る。

〈研修１日目〉【勤務校受講型（Zoom、YouTube）】
○勤務校別全体研修
　教科におけるＩＣＴ活用
　自校におけるＩＣＴ活用の推進に向けた課題と改善策につい
て
○授業実践
〈研修２日目〉【勤務校受講型（Zoom）】
○教科別研修
　各教科におけるＩＣＴを活用した授業実践について

実践発表
協議
授業実践

発表・協議

１日目　６月～８月
２日目
国語(１班)11月25日
地理歴史・公民(２班)
　　　 　　　11月30日
数学(３班)１２月６日
理科(４班)12月15日
外国語(5班)
　　　　 　　12月20日

28 教科教育専門監育成研修

　地域の教科リーダー、授業力向上のアドバ
イザーとして他の職員を指導する力を育成す
る。
　２年間の研修後、教科教育専門監として、勤
務地域及び全県的な学力向上に寄与するた
めの実践力を育成する。

・授業力及び教科指導力を育成する
・指導者として必要な力を育成する
・教科教育に関する知見を広げる

・授業力向上研修会
の開催　（授業公
開、研修）
・義務教育課主催研
修会に参加
・研修会及び研修視
察に参加

４月～３月（２年間）

29 各教科等研究協議会

　高等学校学習指導要領についての研究協
議及び研究発表を行うことで、各校における
教育課程の編成・実施に資するとともに、高
等学校教育の改善充実を図る。

・各学校における教育課程実施上の具体的な諸問題に
　ついて研究協議及び研究発表

講義・実践発表・研
究協議

11月

30



番号 講座名 目的 内容 方法 期日

30 校長研修会

　新学習指導要領が円滑に実施されるように
するため、高等学校新学習指導要領に関する
趣旨・内容及び生徒の学習評価の在り方につ
いて理解を深めるとともに、各校における新
学習指導要領が目指す理念の実現方策につ
いて研究協議を行う。

・新学習指導要領に関する研修
・各校における取組をもとに協議

講演・研究協議 ９月

31 副校長・教頭研修会

　新学習指導要領について理解を深めるとと
もに、令和４年度新潟県高等学校入学者選抜
事務について周知徹底を図り、厳正な入学者
選抜に資する。

・新学習指導要領に関する研修
・高等学校入学者選抜に関する研修

講義・説明・グルー
プ協議

1１月

32
成年年齢引き下げへの対
応に関する研修会

　政治的教養及び消費者教育に係る指導方
法等に関する研修会を実施することをとおし
て、指導力の向上を図る。

・政治的教養に関する講義
・公職選挙法等の関係法令に関する講義及び協議
・消費者教育に関する講義及び協議

講演・講義・協議 ６月

33 小学校理科基礎講座

　基礎的・基本的な観察・実験の実習を行い、
観察・実験の技能及び理科指導力の向上を
図る。

【集合型】
　理科授業の在り方
　基礎的・基本的な観察・実験～生物・地学分野～
　教員も児童も楽しめる、観察や実験を生かした理科授業
　基礎的・基本的な観察・実験～物理・化学分野～

講義
実習
協議
実習

１日目　６月４日
２日目11月19日

34 理科授業力向上講座

　小・中学校教員の理科授業力の向上を図
り、各学校の研修及び地域での理科教育に
中核的な役割を果たす教員を育成する。

【集合型】
　小・中合同授業研修
  指導方法改善に関わる協議
  主体的・対話的で深い学びを図る指導

授業参観
協議
指導・助言

9月～12月

35 先端科学技術活用講座

　科学技術系の上級学校に進学する生徒を
増加させ次代を担う人材を育成するため、高
等学校教員に対して、先端的な科学技術に関
する観察・実験の実習、授業等での活用方法
についての協議を、大学・研究所・企業等と連
携して実施し、指導力の向上を図る。

【集合型】
　先端科学技術に関する講義
　先端科学技術に関する実習
　教材化と学習指導への活用

講義
実習
協議・演習

①コース８月23日
②コース６月15日
③コース11月29日
④コース11月１日
⑤コース９月17日

36
体育・保健体育指導力向
上研修

　発達段階のまとまりや校種の接続を踏ま
え、子どもの体力の向上に資する指導方法に
ついて、指導者として必要な知識や技術の習
得を図る。本研修内容を踏まえた講習会の講
師として指導助言を行うことができる資質や
能力の向上を図る。

　○小学校
　  　ボール運動系、表現運動系
　○中学校・高等学校
　　  器械運動、陸上競技

講演、実技、研究協
議

５月19日～５月21日
愛知県

37
体力向上指導者養成研修
伝達講習会

　発達段階のまとまりや校種の接続を踏ま
え、子どもの体力の向上に資する指導方法に
ついて必要な知識や技術を習得し、体育指導
者としての資質能力の向上を図る。

　○小学校・中学校・高等学校
　　 ボール運動、表現運動、器械運動、陸上競技
　○オリパラ教育

講義、実技 ７月26～７月30日

38
新潟県柔道安全指導研修
会

　中学校武道必修化を踏まえ、今後の柔道指
導の充実を図ることを目的とし、保健体育科
教員及び外部指導者（柔道）の技術及び安全
における専門的な知識の習得を図る。

・事故防止のポイントについての講義
・柔道指導のポイントについての講義
・実技研修

講義、実技 10月

39 保健教育実践講座

　保健教育を推進するため、授業実践におけ
る自己の課題を明確にし、学習指導要領の趣
旨を踏まえて単元構成や学習指導の工夫・改
善に取り組むことにより、授業力向上を図る。

＜集合型研修＞
　新潟県保健教育の現状と課題
　保健教育と効果的に進める授業実践
　学習指導要領を踏まえた保健の授業づくり
　保健教育における主体的・対話的で深い学び
　学習指導案検討

講義
実践発表
講義・演習
講義・演習
協議

①'６月25日
②９月21日

40 健康教育指導者養成研修

　各学校における健康教育に関し、必要な知
識等を修得させるともに、各地域において本
研修の内容を踏まえた研修講師や各学校へ
の指導・助言等を行う指導者等の育成や資質
向上を図り、もって健康教育の充実に資す
る。

　○健康教育の現代的課題への対応
　　・保健教育の在り方
　　・学校保健マネジメント
　　・児童生徒のメンタルヘルスへの理解と対応

講義、演習 11月２日
11月４日
11月５日

41 中学校英語科主任研修

　生徒の英語力の向上を目指し、チーム英語
科として組織的に新学習指導要領の趣旨に
沿った学習が展開できるよう校内の指導体制
の整備と指導力の向上を図る。

１日目・文部科学省教科調査官による講義
　　　　・県の課題の共通理解、Web配信集計システム等の活用
　　　　・協議（校内推進体制の見直し）
２日目・授業公開、研究協議、校内指導体制の整備と確認

講義
協議
授業参観

1日目５月21日
２日目10月～11月

42 小学校外国語実践講座

　小学校における外国語指導の課題を踏ま
え、講義、グループ協議、研修授業等をとおし
て外国語教育の一層の推進と指導者の育成
を図る。

〈研修１日目〉【集合型】
　学習指導要領の趣旨を実現する教科指導
　教師の英語力の向上
　各校の課題解決に向けて
（研修２日目）【集合型（公開授業実施校）】
　公開授業参観、協議

講義
演習
協議

授業参観・協議

６月９日
９月～11月

43
英語４技能５領域が育つ深
い学び実現講座

　指導と評価の在り方、ＣＡＮ－ＤＯリストの捉
え方及び活用方法について理解を深め、授業
改善に向けた取組を行うことにより、４技能５
領域にわたるコミュニケーション能力、論理的
思考力及び批判的思考力が育つ学びを実現
できる中学校・高等学校の教員を育成する。

〈研修１日目〉【集合型】
　ＣＡＮ－ＤＯリストの活用に向けて
　深い学びの実現に向けて
　授業改善の計画
〈研修２日目〉【勤務校受講型（Zoom）】
　４技能５領域にわたるコミュニケーション能力の育成について
〈研修３日目〉【集合型】
　深い学びの実現に向けた取組
　連携強化に向けて

講義
講義
協議

協議

実践報告・協議
協議・発表

１日目　５月31日
２日目　９月７日
　　　　　９月８日
３日目　11月17日

44
英語教員指導力向上研修
会

　生徒の英語発信力を育成する実践的な指
導力向上を図る。

・「話すこと」「書くこと」のパフォーマンステストの
　効果的な実施に関する研修
・英語４技能５領域を育成する指導と評価の一体化に
　関する研修

研究授業
外部講師による講
演
協議

会場校が指定する
２回

45
英語ディベート・ディスカッ
ション指導実践講座

　新学習指導要領「論理・表現Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」に
おけるディベート、ディスカッションの指導力向
上を図る。

・指導力向上のための講義、演習
・英語外部試験（スピーキング、ライティング）の受検

講義
演習

７月～８月に１回

46
小学校英語専科教員情報
交換会

　小学校英語専科教員としての業務等につい
て情報交換を行い、勤務校における業務の効
率化と指導の充実を図る。

・小学校外国語活動及び外国語科の指導方法と評価
・業務に関する情報交換

・実践発表
・講義

４月
上越・中越・下越
１学期・２学期・３学期
に１回ずつ

47
小学校プログラミング教育
推進講座

　小学校におけるプログラミング教育の基本
的な考え方について講義や演習をとおして理
解を深め、各学校で推進できる教員を育成す
る。

【集合型】
　プログラミング教育で育む資質・能力
　プログラミング教育の実際
　プログラミング的思考の体験
　振り返り・まとめ

講義
実践発表
講義・演習
振り返り・まとめ

６月16日

48
高等学校「情報Ⅰ」指導者
研修会

　新設共通必履修科目「情報Ⅰ」の指導項目
に関する理解を深めるとともに、「プログラミン
グ」に関する実習を行い、生徒の情報活用能
力を高める指導力を養成する。

・「情報Ⅰ」指導上の留意点
・プログラミング実習

講義
実習

７月～10月に２回
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49
タブレット端末管理システ
ム（ＭＤＭ）運用研修会

　学習用タブレット端末のＯＳ更新やアプリ
ケーションの導入を一括で行うために導入さ
れるＭＤＭ（モバイル・デバイス・マネジメント）
の理解を深め、端末管理スキルの習得を図
る。

・ＭＤＭの仕組みについて
・ＭＤＭの運用方法について
　　講師　端末整備受注業者が招聘

講義・演習（教育セ
ンター会場）

４月

50 タブレット端末活用研修会
　学習用タブレット端末の基本的な操作方法
と代表的な活用方法を理解することにより、ＩＣ
Ｔ活用指導力の向上を図る。

・ｉＰａｄの基本操作について
・ｉＰａｄの具体的な活用方法について
　　講師　端末整備受注業者が招聘

講義・演習（オンライ
ン）

５月～７月の間

51 １人１台端末活用講座

　学習活動におけるＩＣＴ機器の効果的な活用
について、演習を行うことにより理解を深め、Ｉ
ＣＴを活用した教科指導力の向上を図る。

・ＩＣＴを活用したオンラインでの学習活動
・授業等における１人１台端末の活用方法

演習 ５月11日(Windows)
５月19日(iPad)
５月24日
(Chromebook)
５月25日(iPad)

52
ＩＣＴを活用した授業づくり
リーダー養成講座

　ＩＣＴ機器を活用した教材作成について理解
を深め、教科指導におけるＩＣＴ活用に推進役
となるリーダーの育成と資質の向上を図る。

・授業におけるＩＣＴ活用
・学習支援動画を活用した授業づくり
・自校でのＩＣＴ活用推進について
・校内ＩＣＴ研修計画の立案

講義・演習・発表 6月11日

53
豊かな心をはぐくむ道徳教
育講座

　児童生徒に関連する重大事件が発生してい
ることを踏まえ、善悪を判断する力や命を大
切にし、他人を思いやる心などの豊かな人間
性の育成を目指し、道徳科の指導や評価の
在り方について改善を図る。

　児童生徒の心に響く道徳教育の推進
　　　～道徳の時間を中心に～
　道徳の授業づくりに関する課題と解決策について
　道徳教育の更なる充実を目指して
　　　～道徳科の授業づくりと評価～
　道徳の授業づくりの充実に向けて

実践発表

協議
講義

演習

９月13日

54 道徳教育推進研修

　道徳の教科化の取組や、道徳教育推進教
師を中心とした指導体制及び道徳教育の展
開等について、必要な知識等の習得を図る。

　・学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育
　・豊かな体験活動の充実、いじめの防止、指導と評価
　・道徳教育を推進するリーダーとしての資質を向上

講義、課題 未定

55 道徳教育推進協議会

　道徳教育や心の教育の推進などについて
幅広く協議し、県内の小中高等学校における
道徳教育の充実及び事業の円滑な展開に資
する。

　・学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実
　・道徳授業の工夫・改善、指導と評価
　・校種間や家庭・地域連携による心の教育の推進

講話、協議 ６月、12月

56
道徳教育パワーアップ研
究協議会

　道徳教育の推進について研究協議を行い、
県内の小・中・義務教育・中等教育・特別支
援・高等学校における道徳教育の充実に資す
る。

　・道徳教育の充実
　・「特別の教科　道徳」
　・校種間交流

講義、演習、協議 未定

57
免許外教科担当教員研修
会

　中学校において免許外教科を担当する教員
に対し、基本的な指導内容や効果的な指導
方法について研修を行い、指導力の向上と教
育活動の充実に資する。

　・教科教育法
　・教科研究と指導案作成
　・教材の開発
　・教科の指導法の工夫（実技研修、指導案作成）

講義
講習
実習
授業参観、模擬授
業

５～６月で実施

58
外国人児童生徒の日本語
指導講座

　年々増加している外国人児童生徒等の生活
支援や学習指導に当たる教育委員会や教員
等を支援するため、文部科学省「日本語指導
アドバイザー派遣事業」を活用し、受入れ体制
の整備や指導力の向上を図る。

・新潟県の現状と課題
・日本語指導、支援等に関する講義
・相談会
・まとめ

講義
講演
協議

11月下旬

59 生徒指導基幹研修

　生徒指導又は教育相談を担当する教員等
に対し、不登校、いじめ等の問題行動、児童
虐待等の生徒指導上の今日的課題につい
て、最新の知見や全国的動向、研究成果、対
応方策に関する必要な知識等を習得させる。

・生徒指導の在り方と規範意識の醸成
・生徒指導事例研究
・児童虐待の理解と対応
・不登校への対応
・いじめ問題への対応

・講義
・演習

5月18日（火）～5月20
日（木）

60
感情をコントロールする力
と社会性を育てる生徒指
導講座

　交流をとおして豊かな感情と社会性を育て、
親和的な児童･生徒集団を作る生徒指導の方
法について理解を深め、学校現場で活用でき
る基本的な技能の習得を図る。

＜集合型研修＞
感情をコントロールする力の育成
親和的な集団づくり
適切な感情表現の指導

講義・演習
実践発表
講義・演習

①６月16日
②10月25日

61
チーム学校で進める協働
的な教育相談講座

　いじめ・不登校等の予防と組織的な対応を
充実させるため、初動段階でのアセスメント、
各専門家・校外機関との連携、ケース会議の
運営等に関する専門的な知識・技能の習得と
実践力の向上を図る。

＜集合型研修＞
　チーム学校で進める教育相談
　面接相談における児童生徒理解
　面接相談Ⅰ・Ⅱ
  いじめ・不登校等の未然防止と早期対応
　保護者と協働関係を築く方法
　SC、SSWの業務と連携
　社会的養護が必要とされる児童生徒への支援と連携
　効果的なケース会議の運営
　児童生徒の心の健康と精神症状の理解
　地域支援ネットワーク
　解決志向アプローチで進める教育相談

講義
講義
演習
講義
講義・演習
講義
講義
講義・演習
講義
発表・協議
講義・演習

①５月27日
②７月16日
③９月28日
④11月11日

62
人権教育、同和教育指導
者研修会（小･中学校）

　人権教育、同和教育に関する国内外の動向
や、県の重要施策についての理解を深め、人
権教育、同和教育指導者としての資質能力の
向上を図る。

　・人権教育、同和教育の推進
　・児童生徒の学習指導と生徒指導に対する取組
　・差別の実態に学ぶ
　・かかわる同和教育の推進

講義
実践発表・協議
講話
協議

未定

63
人権教育、同和教育主任
等研修会（小･中学校）

　学校における人権教育、同和教育の一層の
推進を図るため、人権教育、同和教育主任等
の資質能力の向上を図る。

　・人権教育、同和教育の推進上の主任の役割
　・推進上の課題と解決策の検討
　・校内研修の計画と運営

講義・演習（オンライ
ン）

７月～８月の間

64
人権教育、同和教育現地
等研修会（小・中・高等学
校）

　被差別地区等を視察し、被差別体験を聞く
ことにより、差別の実態についての認識を深
め、人権教育、同和教育の指導者としての資
質能力の向上を図る。

　・人権教育、同和教育の現状と課題
　・被差別体験を聞く
　・差別の現実に学ぶ

講義
講演
視察
グループ協議

７月～８月（義・高）

65
人権教育、同和教育連絡
協議会（小・中学校）

　学校における人権教育、同和教育を組織的
計画的に推進するため、児童生徒支援加配
教員の資質能力の向上を図る。

　・人権教育、同和教育の推進上の加配教員の役割
　・推進の方策
　・校内研修の計画

講義
講話
協議

４月下旬

66 同和教育研究集会

　「かかわる同和教育」の実践を全国の参加
者と論議し検証するとともに、全国の様々な
実践にふれ、人権教育、同和教育への認識
や実践力を高め、その実践を次世代に継承
する契機とする。

　・人権確立をめざす教育の創造
　・児童生徒の自主的な活動と学習の保障
　・進路・学力保障
　・人権確立をめざすまちづくり

分科会
講座

11月13日～11月１4
日

67
人権教育、同和教育研修
会（高等学校）

　高等学校における人権教育、同和教育の一
層の推進を図るため、研修を通じて人権教
育、同和教育の理解を深める。

　・人権教育、同和教育の現状と課題
　・講演「人権教育、同和教育の現状と課題」
　・情報交換

講話
講演
研究協議

11月12日

68
人権教育、同和教育担当
者会議（高等学校）

　高等学校における人権教育、同和教育の一
層の推進を図るため、情報交換及び研究協
議を通じて実践的指導力の向上を図る。

　・人権教育、同和教育の現状と課題
　・講演「人権教育、同和教育の現状と課題」
　・情報交換

講話
講演
研究協議

５月25日
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69
人権教育、同和教育指導
者研修会（高等学校）

　高等学校における人権教育、同和教育の一
層の推進を図るため、情報交換及び研究協
議を通じて人権教育、同和教育の指導者とし
ての識見を高める。

　・人権教育、同和教育の現状と課題
　・講演「人権教育、同和教育の現状と課題」
　・情報交換

講話
講演
研究協議

９月上旬

70
新任特別支援学級担任教
員研修

　特別支援学級に関する法令に基づき、在籍
児童生徒に合わせた教育課程を編成し、実施
すること等について、「特別支援学級ガイドラ
イン」を活用しながら理解を深めるとともに、
様々な障害についての知識と障害特性に応じ
た指導方法について講義や演習を行い、新た
に特別支援学級を担任する教員の資質能力
の向上を図る。

＜集合型研修＞
　特別支援学級の教育について
　障害特性の理解と支援
　課題研修の進め方について
　個別の指導計画の作成と活用
　特別支援学級の指導の実際
　課題研修の発表及び協議

講義・演習
講義・演習
説明
講義・演習
実践発表・協議
発表・協議

第１回
　 １班  ６月15日
   ２班  ６月９日
   ３班  ６月17日
　 ４班　６月７日

第２回
　 １班  11月９日
   ２班  11月17日
   ３班  11月５日
　 ４班　11月19日

71
特別支援教育コーディネー
ター専門研修

　特別支援教育の一層の推進のため、講義
及び演習並びに地域や自校の課題解決に向
けた実践研修をとおして、より高い専門性を
身に付けた地域の中核となるコーディネー
ターとしての役割を担う教員を育成する。

＜１日目：集合型研修＞
　本県の特別支援教育の現状と課題
　特別支援教育コーディネーター概論
　福祉制度の理解と利用
＜２日目：集合型研修＞
　個別の諸計画を活用するために
　関係機関との連携の在り方
　県立教育センターの支援業務と連携
＜３日目：集合型研修＞
　インシデント・プロセス法を用いた校内関係者会議
　の運営方法
　特別支援教育コーディネーターの役割と支援体制づくり
　特別支援教育コーディネーターとしての課題解決実践に
　向けて
＜４日目：集合型研修＞
　心理検査の意義と概要
　WISC-Ⅳの概要、K-ABCⅡの概要
＜５日目：集合型研修＞
　実践発表及び協議
　情報交換・情報共有

講義
講義・演習
講義

講義・演習
講義・演習
講義

講義・演習

講義・演習
講義・演習

講義
講義・演習

発表・協議
協議

①５月12日
②６月３日
③６月４日
④７月14日
⑤12月13日

72
高等学校特別支援教育
コーディネーター研修

 　高等学校における特別支援教育推進のた
め、発達障害のある生徒の理解と支援、校内
支援体制の工夫、関係機関との連携等、特別
支援教育コーディネーターに必要となる知識
を得るとともに、自校課題の解決に向けた実
践研修を行い、コーディネーターとしての資質
能力の向上を図る。

＜１日目：勤務校受講型研修（Zoom）＞
　特別な教育的ニーズのある生徒の理解と特別支援教育コー
ディネーターの業務
　自校における特別支援教育推進の取組
　課題研修の進め方について
＜２日目：集合型研修＞
　特別支援教育推進の課題と実践
　今後の特別支援教育推進に向けて

講義

実践発表
講義・演習

発表・協議
講義・演習

①５月13日
②12月７日

73
適切な合理的配慮の提供
の在り方に関する研修

　特別支援教育のセンター的機能を担ってい
る特別支援学校の校長・教頭に対して、適切
な合理的配慮の提供の在り方についての研
修を行い、理解促進を図る。

・学校における合理的配慮の考え方の実際
・具体的な相談要請に対する検討

講義
演習

校長　９月上旬
教頭　７月上旬

74
日本語指導を必要とする
帰国・外国人生徒の支援
に関する研修

　日本語指導を必要とする生徒に対する指
導・支援のあり方、校内組織づくり、関係機関
との連携について、研修を通じて教員の指導
力の向上、学校支援体制の強化を図る。

・外部講師による講義
・指導力向上のための講義、演習
・情報交換

講義
グループ協議・情報
交換

7月上旬

75 通級指導等担当研修

　通級による指導の教育課程の編成、個別の
指導計画の作成、指導方法等について、講義
と協議をとおして理解を深め、通級指導（教
室）担当教員としての専門性の向上を図る。

＜集合型研修＞
　通級指導教室の経営
　通級指導の実際
　指導の実際
　事例研修の進め方について
　通級児等への指導
　実践発表及び協議

講義
実践発表
協議
説明
講義
発表・協議

① ４月16日
　（新任者のみ）
②10月22日
　（発達障害）
②10月20日（難聴）
②10月15日
　（言語障害）

76
言語障害・難聴通級指導
教室担当者育成研修

　言語障害・難聴通級指導教室担当教員（○
通登録教員）に対し、担当者としての専門的
事項について、講義と演習を通して研修を行
い、資質能力の向上を図る。

・言語障害・難聴通級指導の理論と実際
・通級指導教室運営上の留意点

講義・演習
講義・グループ協議

４月16日
５月12日
６月３日、４日
10月15 日（言語）
10月20日（難聴）

77 特別支援教育入門講座

　特別支援教育の教育課程や授業づくりの基
礎、知的障害の状態に応じた実践的な指導
方法についての講義、演習、実践発表、協議
等をとおして、特別支援教育に関わる教諭と
しての専門性の向上を図る。

＜１日目：集合型研修＞
　特別支援教育における教育課程の仕組み
　自立活動の考え方
　自立活動の実際
　自立活動の指導支援
＜２日目：集合型研修（コース別）＞
　日常生活動作の支援方法
　新潟県の医療的ケアの現状
　重度・重複障害児との係わり合いの視点
　知的障害のある児童生徒の指導の在り方
　知的障害のある児童生徒の指導

講義
講義
実践発表
情報交換

講義・演習
講義
講義・演習
講義
実践報告・協議

①５月31日（全体）
②６月22日（重度・重
複障害教育コース）
②10月27日（知的障
害教育コース）

78 発達障害教育基礎講座

 　発達障害についての理解を深め、発達障
害のある幼児児童生徒の理解と支援を全校
園体制で推進するための資質能力の向上を
図る。

＜勤務校受講型研修（Zoom）＞
　発達障害のある子どもの理解と支援
　発達障害のある幼児児童への指導・支援及び支援体制づくり
　発達障害のある生徒への指導・支援及び支援体制づくり

講義
実践発表・協議
実践発表・協議

５月７日

79
発達障害に関する指導困
難事例対応講座

　発達障害のある幼児児童生徒の二次障害
等に焦点を当て、指導困難事例を中心とした
講義や実践例に基づいた情報交換及び協議
をとおして、問題行動の分析・理解、具体的な
指導支援の在り方、校園内の体制づくり及び
他校や医療、福祉、就労等の関係機関との連
携について学び、専門的な資質能力の向上を
図る。

＜１日目：勤務校受講型研修（Zoom）＞
　保護者の「障害受容」と支援者の在り方
　発達障害と二次障害（保幼小段階）
　発達障害と二次障害（中高段階）
＜２日目：集合型研修＞
　行動障害のある障害児・者への支援の在り方
　対応困難事例への具体的な指導・支援及び支援体制づくり
　（幼小、中高、管理職の３コース選択制）

講義
講義・演習
講義・演習

講義・演習
実践発表・協議・情
報交換

①10月６日
②11月２日

80
盲学校理療科担当教員講
習会

　盲学校高等部理療科担当教員の資質能力
の向上を図り、理療科教育の改善・充実に資
する。

　・理療と医学
　・理療科教育の現状と将来
　・理療経営の近代化
　・臨床検査

講義
臨床検査
実習
研究協議

７月下旬
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番号 講座名 目的 内容 方法 期日

81
特別支援学校高等部・就
労促進コーディネーター研
修会

　高等部就労促進コーディネーターの資質能
力の向上を図り、進路先の拡充を図る。

・企業就労の現状と課題
・企業へのアプローチの仕方
・卒業生の職場定着支援に在り方

講義
演習
情報交換

11月

82
特別支援学校学校看護師
医療的ケア研修会

　学校看護師の資質能力の向上を図り、医療
的ケアに係る知識や技能の向上を図る

・医療的ケアの現状と課題
・医療的ケアに係る基本的な手技
・医療的ケアの実施体制

講義
演習
情報交換

夏期休業中
冬期休業中

83 障害に応じたICT活用研修

　障害に応じたＩＣＴ機器やＩＣＴ教材の活用方
法について理解を深め、ＩＣＴ機器を活用した
学習指導のスキル向上を図る。

＜勤務校受講型研修＞
・県立特別支援学校のＩＣＴ推進計画について
・ＩＣＴ機器を活用した授業づくり
・ＩＣＴ機器を活用した授業づくりの現状と課題
・ＩＣＴを活用した授業実践について
・県立特別支援学校のＩＣＴ機器活用の今後の展望

講義
講義
実践発表・協議
実践発表・協議
講義

１回目　９月中
２回目　１月中

84
いじめ・不登校等対応力向
上研修

　幼稚園・こども園から小・中学校、高等学
校、特別支援学校の副校長、副園長、教頭
が、いじめや不登校等の現状と課題について
理解を深め、校種を超えてその対応策につい
て話し合うことを通じ、いじめや不登校等の問
題解決に向けた対応力の向上を図る。

＜集合型研修＞
　いじめの現状と課題
　不登校の現状と課題
　いじめ問題への対応における保護者連携
　各校のいじめ未然防止・予防教育の取組
　緊急時（重大事態発生時）対応の在り方

講義
講義
演習・協議
協議

１班　９月３日
２班　９月７日
３班　９月10日
４班　９月14日

85
情報モラルに係るネットトラ
ブル対応講座

　情報モラル指導の重要性について理解を深
め、ネットトラブル等、情報に関する生徒指導
上の問題に適切に対応するための資質能力
の向上を図る。

　携帯端末における生徒指導上の問題
　ネット上の違法・有害情報による問題事例と犯罪
　SNS教育プログラムの効果的な授業
　これからの情報モラル教育について

講義
講義
実践発表・協議
講義

7月2日

86
子どものいのちと心の危機
対応力向上講座

　養護教諭及び教諭が、児童生徒の自殺や
虐待のサインについて理解し、その対応策に
ついて話し合うことを通じ、問題解決に向けた
組織的な対応力の向上を図る。

＜集合型研修＞
　精神疾患と児童虐待
　学校で行う自殺予防の取組
　学校体制で行う自殺予防対策～事例検討～

講義
実践発表
講義・演習

６月29日

87
管理職対象いじめ対策研
修会

　組織としての適切な対応が求められるいじ
め事案に対し、マネジメントを行なう立場であ
る管理職を対象に、いじめの認知もれや重大
事態発生の防止等に関する理解を促し、組織
的対応力の向上を図る。

・いじめ問題・事例等に関する講義
・いじめの組織的対応についての協議・演習

・講義
・協議・演習

５月

88
いじめ対策推進教員地区
別研修

　いじめ等に係る重大事案を未然に防止する
ため、地域ごとに少人数で研修することによ
り、学校のいじめ対策や生徒指導体制の改善
を図る。

・いじめの問題に関する現状と課題
・研修資料を活用した研修の実践発表
・学校のいじめ対策等に関するグループ協議、情報交換

・講義
・実践発表
・グループ協議・情
報交換

１月

89
いじめ見逃しゼロ・不登校
対応研修

　不登校、いじめ等問題行動の解消及び未然
防止に向けて、生徒指導と特別活動の関連を
図った取組等に関する知見を深めることで、
生徒指導担当教員の指導力及び実践力の向
上を図る。

・新潟県の生徒指導の現状と課題
　（いじめの定義の正しい理解）
・生徒指導との関連を図った特別活動の
　在り方及び集団づくりの演習
・「いじめ対応総合マニュアル」等の活用
・いじめの未然防止に向けての方策

・講義

・演習

上越地区：６月１日
中越地区：６月７日
下越地区：６月８日
佐渡地区：６月４日

90
薬物乱用防止教育指導者
研修会

　青少年による薬物事犯の急激な増加や低
年齢化が大きな社会問題や健康問題となって
いる。本県の児童生徒が薬物に対する正しい
認識と適切な行動がとれるよう、薬物乱用防
止教育の充実に資するため、指導者を対象と
した研修会を開催する。

・薬物乱用防止教育の現状と課題
・学校薬剤師としての実践、学校における実践
・薬物事犯の現状
・薬物乱用防止教室の実践プログラムの作成

講義
実践発表
講義
協議・演習

７月から９月で実施

91 いじめ問題理解基幹研修

　法律及び国の基本方針への理解を深めると
ともに、オンラインによる講義を通していじめ
に係る喫緊の課題への対応力の向上を図る。

・いじめの問題に関する現状と課題
・いじめ定義・認知
・いじめ問題への組織的な取組の考え方と実践
・いじめの重大事態の調査に関するガイドライン　他

・講義 ８月２日～８月31日
学習管理システムに
よる講義動画の配信

92
生徒指導に係る加配教員
研修会

　生徒指導に係る加配教員を対象に、加配教
員の役割、生徒指導の現状と取組等について
の情報交換等を通して、加配教員としての指
導力・対応力の向上を図る。

・生徒指導の現状と課題、県の取組
・加配教員の役割、業務の進捗状況
・不登校やいじめ等の対応の在り方　他

・講義
・講演
・グループ協議・演
習

全体研修：５月７日
地区別研修：７～９月

93
適応指導教室・訪問指導
合同研修会

　教育機会確保法の趣旨を踏まえ、不登校児
童生徒の学習支援を行う関係機関による情
報交換及び協議を通して、学校と関係機関の
連携を強化する。

・県内の不登校児童生徒の現状と課題
・「はつらつ体験塾」の取組
・適応指導教室、市町村教育委員会の実践発表
・民間団体による実践発表
・学校と関係団体のグループ協議

・講義
・実践発表
・情報交換・協議

9月9日

94
高等学校等生徒指導連絡
協議会

　高等学校等の生徒指導上の課題について
幅広い知識と態度および技能を身に付け、そ
の資質や指導力の向上を図る。

・当面する生徒指導上の課題等
・生徒指導上の課題等に関するグループ協議、情報交換

・グループワーク等
・講師による講義

５月

95
児童生徒の自殺予防に関
する普及啓発協議会

　＜文部科学省共催による北陸ブロック会場
として開催予定＞
　児童生徒の自殺予防等に関する対応につ
いて周知するとともに、講義、演習等を通じて
基礎的、実践的な知識を深めることで、各学
校、地域における児童生徒の自殺予防等に
資する取組を推進する。

・自殺予防に関する文部科学省の行政説明
・自殺予防に関する講義

・説明
・講義

７月

96 自殺予防に係る研修会

　自殺予防の取組強化のために、自殺予防に
係る教職員の知識等の向上、校内における
自殺予防に係る共通認識の形成と強化を図
る。

・自殺予防に関する理解と対応等 ・講義 ６月

97
いじめ対策推進教員研修
会

　いじめ防止対策推進法，いじめ防止基本方
針等に基づく対応，重大事態への対応につい
て留意すべき点を考察することで，いじめの
防止および適切な対応に関する資質の向上
を図る。

・法令等に基づく対応
・重大事態への対応

・グループ協議・情
報交換
・講義
・説明

６月

98 キャリア教育情報交換会

　「夢や希望をかなえる小学校キャリア教育モ
デル事業」を実施している市町村教育委員会
や学校関係者を中心に、各学校におけるキャ
リア教育のあり方を考える。

　・小・中・高等学校におけるキャリア教育
　・「キャリア・パスポート」について
　・学習指導要領におけるキャリア教育の充実への理解

講義
協議

９月29日

99
ルールとリレーションで子
どもの笑顔をつくる学級経
営力向上講座

　学習指導要領の趣旨を実現する土台となる
学級経営について、自己の実践を特別活動
や特別支援教育、法令等の観点から見直し、
工夫・改善することをとおして学級経営の力量
の向上を図る。

　新学習指導要領の趣旨の実現を支える学級経営力
　学級経営における特別な配慮を要する児童生徒への対応
　自己の学級経営における課題と方策
　自己の学級経営における課題の解決
　法令からみた学級経営における保護者対応
　学級経営におけるポイントづくり
　自己の学級経営の振り返り

講義
講義
協議・演習
協議・演習
講義
協議・演習
演習

５月７日
10月19日
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番号 講座名 目的 内容 方法 期日

100
学校安全教育指導者研修
会

　小・中・高・特別支援学校の学校安全教育指
導者の養成を行い、学校における安全教育の
充実に資する。

　・学校事故及び交通事故の実態について
　・防犯教育について
　・防災教育について
　・学校安全の現状と課題について

講義、演習 ７月８日
下越地区対象

101 危機管理講座

　自校の危機管理における課題を明確にし、
防災教育及び学校安全に係る幅広い情報を
得ることで、各校における危機管理体制の整
備や防災教育の充実を図る。

　学校の危機管理
　危機管理マニュアルの見直し
　危機管理想定演習

講義
講義
演習

10月14日

102
水泳プール安全管理講習
会

　学校のプールにおける事故を未然に防止す
るために、安全管理の内容と方法について施
設管理者・水泳指導者等を対象とした講習会
を実施する。

・プールの維持・管理と事故防止
・水難事故の防止
・水上安全法（救命救急法、AED）

講義
講義
実技

上越地区６月３日
中越地区６月11日
下越地区６月10日

103
登山部顧問等安全登山講
習会

　那須雪崩事故をはじめとした過去の遭難事
故事例及びその発生原因、また、スポーツ事
故・外傷・障害の防止に関する知識等の理解
を深めることで指導力向上を図る。

・登山の基礎知識について
・登山計画の立案について
・登山活動集の留意事項について

講義、演習 ７月から11月で実施

104
統合型校務支援システム
導入に係る研修

　統合型校務支援システムの円滑な導入・稼
働を実現するため、システムについての知識・
技能を習得する。

システムの使用方法についての講義、実習 講義、実習 ９月～２月

105
小・中・特別支援学校新任
校長、幼稚園新任園長研
修

　特色ある学校づくりを進めるため、学校経営
における組織マネジメントの考え方や人権教
育、同和教育、危機管理の在り方について理
解を深め、校園長としての資質・能力の向上
を図る。

　学校組織マネジメントと教職員評価：分散会場型
　本県義務教育の現状と課題：分散会場型
　教員のメンタルヘルス：分散会場型
　Ｗｅｂ配信集計システムの活用について：分散会場型
　学校経営の現状と課題分散会場型
　学校経営を担う新任校長、新任園長として
　人権教育、同和教育の推進：分散会場型
　学校経営の実際
　～危機管理における校長のリーダーシップ～
　組織リーダーの要件とコミュニケーション：分散会場型
　業務・組織の見直しと次年度への展望：分散会場型

講義
講話
講義
講義
演習・協議
講話
講義
講義

講義・演習
演習・協議

５月28日
10月12日

106 高等学校新任校長研修

　特色ある学校づくりを進めるため、高等学校
教育における今日的な課題、組織マネジメン
トの考え方や危機管理の在り方について総合
的に理解を深め、校長としての資質・能力の
向上を図る。

　本県高等学校教育の現状と課題
　今必要とされる生徒指導の在り方について
　学校経営の実際－働き方改革の取組－
　自校の課題解決に向けて
　   学校組織マネジメント
　　 組織マネジメントの視点からの自校の課題解決
  学校におけるＩＣＴの活用について
　勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　人権教育、同和教育の推進
  勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　教員のメンタルヘルス
  勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　学校予算の成り立ち
  勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　メディア対応を含めた危機管理
  勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　リーダーシップとマネジメント－民間の組織経営－
　報道対応と報道発表資料
　模擬記者会見

講話
講話
講義

講義
協議
講話

講話

講義

講話

講義

講義
講義
演習

５月14日
６月16日
９月10日

107
幼・小・中・特別支援学校
新任教頭研修

　校園長の補佐役としての教頭の在り方と組
織マネジメントについて理解を深め、学校・園
を活性化していくための教頭としての資質・能
力の向上を図る。

　学校組織マネジメントと教職員評価：分散会場型
　本県義務教育の現状と課題：分散会場型
　教頭の実務～危機管理と教育関係法規～：分散会場型
　人権教育、同和教育の推進：分散会場型
　学校経営の現状と課題：分散会場型
　教員のメンタルヘルス：分散会場型
　組織の活力を引き出すコミュニケーション：分散会場型
　新任教頭に期待すること：分散会場型
　業務組織の見直しと次年度への展望：分散会場型

講義
講話
講義
講義
演習・協議
講義
講義
講義
演習・協議

５月17日
10月７日

108 高等学校新任教頭研修

　教頭としての職務と本県高等学校教育の今
日的な課題、組織マネジメントの考え方を生
かした学校経営の在り方等について総合的に
理解を深め、教頭としての資質・能力の向上
を図る。

　本県高等学校教育の現状と課題　集合型
　今必要とされる生徒指導の在り方について　集合型
　働き方改革に向けた教頭の役割について　集合型
　教頭の役割と実務　　集合型
　働き方改革が求められる中で自校の課題解決に
　どのように取り組むかⅠ
　学校におけるICTの活用について
　勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　人権教育、同和教育の推進
　勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　教員のメンタルヘルス
　勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　学校予算の成り立ち
　勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　人材育成とコーチング
　勤務校受講型（Share Point, YouTube）
　特別支援教育の推進　集合型
　組織づくりについて　集合型
　学校組織マネジメント　集合型（NITS動画）
　働き方改革が求められる中で自校の課題解決に
　どのように取り組むかⅡ　集合型

講話
講話
講話
講義
協議

講話

講話

講義

講義

講義

講義
講義
講義
協議

５月21日
６月23日
９月15日

109
教職員等中央研修（校長
研修）

　学校が直面する課題に組織的に対応し、特
色ある教育活動を自律的に推進するマネジメ
ント力と、各地域の教職員の専門性向上を牽
引する人材育成・研修推進力を習得し、研修
後にその成果を活用することを通じて、各地
域において中心的な役割を担う校長を育成す
る。

　・学校組織マネジメント
　・カリキュラム・マネジメント
　・スタッフ・マネジメント
　・リスク・マネジメント

講義、演習、協議 小学校長等
  ６月14日～６月18日
中学校長等
　９月６日～９月10日
高等学校長等
　７月５日～７月９日

110
教職員等中央研修（副校
長・教頭等研修）

　学校が直面する課題に組織的に対応し、特
色ある教育活動を自律的に推進するマネジメ
ント力と、各地域の教職員の専門性向上を牽
引する人材育成・研修推進力を習得し、研修
後にその成果を活用することを通じて、各地
域において中心的な役割を担う副校長・教頭
等を育成する。

　・学校組織マネジメント
　・カリキュラム・マネジメント
　・メンタルヘルス・マネジメント
　・リスク・マネジメント

講義、演習、協議 小・中学校教頭等
８月２日～８月６日
または
９月27日～10月１日
高等学校教頭等
９月13日～９月17日
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番号 講座名 目的 内容 方法 期日

111 養護教諭健康相談講座

　多様化する児童生徒の心の問題に的確に
対応するため、講義・演習をとおして保健室に
おける健康相談に必要な専門的知識の習得
と相談技術の向上を図る。

＜集合型研修＞
　児童生徒の心の健康と精神症状の理解
　自校の保健室における健康相談の実際
　健康相談の進め方

講義
講義・グループ協議
講義・演習

10月21日
10月22日

112 食育運営研修会

　学校給食の円滑な運営と食事内容の多様
化を目指し、栄養教諭・学校栄養職員の専門
的知識の習得及び資質の向上を図るため研
修を行い、学校における食育の充実を図る。

　・学校における食育
　・衛生管理、栄養管理

講義、実践発表、研
究協議、講演

11月５日

113
中堅教諭等資質向上研修
（学校栄養職員）

　中堅学校栄養職員として、指導的役割を担
うことができるよう、高度な専門的知識や技能
を習得し、指導力の向上を図る。

　・学校における食育
　・衛生管理、栄養管理
　・授業研修
　・食物アレルギー対応

講義、実践発表、研
究協議

５月10日、８月25日、
８月30日、12月27日

114
学校事務職員新規採用者
研修

　新採用学校事務職員に必要な基本的事項
や専門的知識・技能についての研修を行い、
その資質の向上を図るとともに、実践力を養
い、学校事務の円滑な実施運営に資する。

　・県の重要課題と事務職員の役割
　・教職員の服務と勤務、学校事故
　・学校事務の在り方
　・給与事務
　・情報モラルと情報管理

講義、協議、演習 ６月15・16日

115
学校事務職員主事キャリ
ア（5年目）研修

　学校事務職員に必要な知識、実務について
の研修を行い、その資質の向上を図るととも
に、実践力を養い、学校事務の円滑な実施運
営に資する。

　・県の重要課題と事務職員の役割
　・教職員の服務と勤務、学校事故
　・学校事務の効率的な運営
　・特別な支援を必要する児童生徒への対応
　・児童生徒理解

講義、協議、演習 ６月16・17日
　

116
学校事務職員新任主任研
修

　中堅事務職員に必要な知識、高度な実務に
ついての研修を行い、その資質の向上を図る
とともに、実践力を養い、学校事務の円滑な
実施運営に資する。

　・教育行政施策と事務職員の役割
　・クレーム対応と保護者・地域理解
　・学習指導と事務職員の役割
　・法令解釈（実務における応用）
　・特別支援教育

講義、協議、演習 ９月15・16日

117
学校事務職員新任主査研
修

　共同実施のグループ長や中心的役割を果
たす主査として必要な知識、より高度な実務
についての研修を行い、その資質の向上を図
るとともに、実践力を養い、学校事務の円滑な
実施運営に資する。

　・教育行政施策と事務職員の役割
　・リーダー論
　・リスクマネジメント
　・キャリアデザイン
　・特別支援教育

講義、協議、演習 ９月16・17日

118
学校事務職員新任事務主
幹研修

　共同実施のグループ長や市町村における学
校事務改善に必要な知識、より高度な実務に
ついての研修を行い、その資質の向上を図る
とともに、実践力を養い、学校事務の円滑な
実施運営に資する。

　・本県義務教育の現状と課題
　・学校組織マネジメントと教職員評価
　・戦略マネジメントと学校改革
　・組織の設計と運営、会議の運営手法
　・危機管理と教育関係法規

講義、協議、演習 ５月17日
10月７日

119
学校事務共同実施関係者
研修（全県推進協議会含
む）

　学校事務共同実施の意義や目的を確認し、
その円滑な推進を図るために、各地域におけ
る実践と課題を全県的に共有するとともに、マ
ネジメントに係る理論や実践方法を習得した
り、文部科学省や県の教育行政施策に関する
理解を深めたりして、学校経営に参画する使
命感を醸成する。

　・共同実施の意義と運営方法
　・学校組織マネジメントの推進
　・共同実施のあり方

講義
演習
実践発表、協議

10月28日

120
教職員等中央研修（事務
職員研修）

　学校の適切な運営、特色ある教育活動の推
進のための高度で専門的な知識等を習得さ
せ、各地域の中核として教育に取り組む事務
職員を育成する。

　・学校組織マネジメント
　・財務マネジメントとカリキュラム･マネジメント
　・スタッフマネジメントとコミュニティマネジメント
　・リスクマネジメント
　・学校組織マネジメントと事務職員の役割

講義、演習、事例研
究

６月14日～ ６月18日
または
７月12日～７月16日
または
９月６日～９月10日
または
11月８日～11月12日

121
新潟県立高等学校実習助
手初任者研修

　本県高等学校教育の現状や課題について
の理解を深めるとともに、実習助手として、実
践的指導力や使命感を養い資質の向上を図
る。

　・高等学校教育の現状と課題
　・教育法規
　・人権教育、同和教育の現状と課題

講話 11月中旬

122 実習助手教育一般研修

　個々の能力や適性等に応じて、実習助手と
しての専門性を高めるとともに、本県学校教
育の課題についての理解を深め、資質能力
の向上を図る。

【集合型】
　・教育法規について
　・新潟県学校教育の現状と課題
　・人権教育、同和教育について
　・いじめの現状と未然防止について
　・発達障害の理解と支援
　・他校訪問による実地研修

講義
講義
講義
講義
講義・演習
授業参観

全体研修　10月７日
個別研修　11月～12
月の１日

123 実習助手専門研修

　これまでの経験を踏まえて個々の能力や適
性等に応じて、実習助手としての専門性を一
層高めるとともに、本県学校教育の課題につ
いての理解を深め、資質能力の向上を図る。

【集合型】
　・教育法規について
　・新潟県学校教育の現状と課題
　・人権教育、同和教育について
　・いじめの現状と未然防止について
　・発達障害の理解と支援
　・情報教育について
　・情報モラルと著作権
　・ICTの活用
　・全体研修を振り返って
　・他校訪問による実地研修

講義
講義
講義
講義
講義・演習
講義
講義
講義・演習
協議・演習
授業参観

全体研修
10月７日、10月８日
教科別研修
11月～12月の１日

124
理科実習助手実技講習
（教科）

　理科実習助手の資質の向上を図り、理科教
育を充実させるために開設する。

　・物理・化学・生物に関する講義、演習、実験等 講義、演習、実験 10月下旬

125
新潟県立理科実習助手教
員資格認定講座

　理科実習助手の資質の向上を図り、理科教
育を充実させるため研修を行い、教職員免許
法附則第9項に定める普通免許状と同程度の
知識・能力を有すると認められる者に対し認
定証を授与するために開設する。

　・情報工学に関する講義・演習 講義・演習等 ９月下旬

126 産業教育実習助手研修会

　高等学校の産業教育に関する教科・科目を
担当する実習助手に対して、職務に必要な最
新の知識・技術を習得させ、資質の向上を図
る。

　・各教科概論、実践、教育法 講義、演習 ８月のうち５日

36
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127
寄宿舎指導員教育一般研
修

　寄宿舎指導員としての個々の能力や適性等
に応じて、専門性を高めるとともに、本県学校
教育の課題についての理解を深め、資質能
力の向上を図る。

　○全体研修（1日）＜集合型研修＞
　　　本県の特別支援教育の現状と課題
　　　人権教育、同和教育の現状と課題
　　　教育法規
　　　発達障害の理解と支援
　　　児童生徒対応について
　○個別研修（1日）：訪問型体験研修
　　　当校の寄宿舎指導 員について
　　　寄宿舎教育における課題についての協議
　　　児童生徒への指導補助
　　　研修のまとめ

講義
講義
講義
講義
グループ協議

講義・寄宿舎参観
研究協議
実践研修
発表

全体研修　10月１日
個別研修　11月中の
１日

128 寄宿舎指導員専門研修

　寄宿舎指導員としての専門性を高め、他の
指導員や学校職員、他機関との連携の実働
ができる中堅指導員としての資質能力の向上
を図る。

＜集合型研修＞
　円滑な校内連携の実現に向けて
　児童生徒一人一人への適切な支援の在り方について
　　Ⅰ　人と関わる力の向上を目指した取組
　　Ⅱ　生活技能の向上を目指した取組

講義
グループ協議・全体
発表

７月２日

129
寄宿舎主任指導員資格認
定講座

　特別支援学校の円滑な運営に寄与するとと
もに、指導的立場である寄宿舎指導員を対象
に、その資質の保持と向上を図り、併せて寄
宿舎主任指導員昇任要件である「寄宿舎主
任指導員資格認定証」を取得するために必要
な単位を修得させる。

　・教育公務員の使命及び服務・勤務
　・特別支援教育に関する指導方法
　・障害児の発達と心理
　・特別支援教育の課題と適正就学

講義
グループ協議

８月２日～４日

130
学校技術員（用務・農務）
研修会（県立学校）

　県立学校の学校技術員（用務・農務）を対象
に専門知識の研修を行う。

　・学校用務に関する講義等 講義、講習 ７月～８月中の１日

131
調理師研修会（県立特別
支援学校）

　県立特別支援学校の調理師を対象に専門
的知識の研修を行う。

　・調理業務に関する講義等 講義 ７月～８月中の１日

132 司書研修会
　県立高等学校の司書として必要な基礎知識
の習得、資質の向上を図るために研修を行
う。

　・図書館業務に関する講義等 講義 10月～11月中の１日

133 県立学校配置ＡＬＴ研修会

　県立学校配置のＡＬＴに対し、ティーム・
ティーチングの指導力向上を図り、授業研究
を行うとともに、生活適応指導を行う。

　・教材研究（指導案の作成と教材の工夫）
　・授業研究（公開授業見学及び評価）
　・生活適応指導（日本語指導と生活上の
　問題点についての話し合い）

授業研究、協議 10月下旬の１日間

134
外国語指導助手(ＡＬＴ)の
指導力等向上研修

　語学指導に従事する外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）に対し、一層効果的な指導ができるよう必
要な知識・指導技術等を習得させるとともに、
日本人英語教諭（ＪＴＥ）とともに外国語教育に
係る諸問題について研究協議を行う。

　・効果的なティーム・ティーチング
　・効果的なテキストの使用法
　・動機付け
　・授業に使えるドラマ・ゲーム
　・評価について
　・再任用について

講演、実践発表、協
議

１月18日・19日

135 給食運営研修会

　食育の指導、学校給食における食物アレル
ギー事故防止、食中毒防止対策等の学校給
食に係る諸課題について理解し、関係者の資
質･能力の向上を図る。

　・学校における食育
  ・危機管理
　・衛生管理

講義、実践発表 ７月9日

136 保幼小合同研修会

　幼児教育に関する内容、幼稚園等の運営・
管理、保育技術等に関する専門的な講義、研
究協議を行うことにより、幼児教育の振興・充
実を図る。幼稚園教員、保育士と小学校教員
等の合同研修により、相互理解を深め、幼児
教育と小学校教育との円滑な接続の在り方に
ついて共通理解を図る。

・幼児教育の教育課程
・幼稚園等の運営、管理
・幼児教育と小学校教育との違いや子供の発達と
　学びの連続性

講義
実践発表
グループ協議

上越　８月下旬
中越　８月下旬
下越　８月下旬

137
公立義務教育諸学校臨時
職員研修

　公立義務教育諸学校に勤務する臨時職員
が公教育に携わる者としての心構え及び服務
勤務等に関する事項を研修することを通し
て、教職員としての資質向上を図る。

・当県教育の課題
・公立学校教職員の服務・勤務
・人権教育、同和教育

講義・講話 上越　５月17日
下越　５月11日
佐渡　５月13日
中越　５月20日

138
養護教諭ミドルリーダー入
門講座

　現代的健康課題についての専門的知識と、
ミドルリーダーとして課題の解決に向けて組
織に働き掛ける力を身に付け、学校や地域に
おいて中核的な役割を果たす養護教諭を育
成する。

＜集合型研修＞
　養護教諭ミドルリーダーの役割
　学校・地域におけるリーダーの取組
　健康相談における学校保健マネジメント
　地域におけるミドルリーダーの役割
　学校や地域の中核となるために

講義
実践発表
演習
演習
講義

11月18日
11月19日

139 教務主任研修会

　高等学校及び中等教育学校の教務主任を
対象に、学習指導要領の趣旨及び内容等の
周知・徹底を図るとともに、教育関係法規につ
いて理解を深めることにより、各校の教育活
動等の充実と、円滑な校務運営を図る。

・学習指導要領の趣旨等・教育関係法規
・学習指導要領実施における課題

講演・講話 10月

140
小･中・特別支援学校新任
主幹教諭研修

　主幹教諭としての職務、学校教育の今日的
課題、組織マネジメントの考え方等について
総合的に理解を深め、主幹教諭としての資
質・能力の向上を図る。

　新任主幹教諭に望むこと：勤務校オンライン型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TeaRoomまたはzoom）
　主幹教諭の業務：勤務校オンライン型
　　　　　　　　　　　　（TeaRoomまたはzoom）
　学校の活性化と組織マネジメント：勤務校オンライン型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TeaRoomまたはzoom）
　学校課題の解決に向けて：勤務校オンライン型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TeaRoomまたはzoom）

講義

実践発表

講義

演習・協議

５月12日

141
教職員等中央研修（中堅
教員研修）

　学校が直面する課題に組織的に対応し、特
色ある教育活動を自律的に推進するマネジメ
ント力と、各地域の教職員の専門性向上を牽
引する人材育成・研修推進力を習得し、研修
後にその成果を活用することを通じて、各地
域において中心的な役割を担う中堅教員等を
育成する。

　・教育法規
　・スクール・コンプライアンス
　・学校組織マネジメント
　・リスクマネジメント

講義、演習、協議 小学校教諭等
７月26日～7月30日
中学校教諭等
８月16日～８月20日
高等学校教諭等
５月24日～５月28日

142
カリキュラム・マネジメント
開発研修

　校長のリーダーシップの下、組織的・計画的
に「カリキュラム・マネジメント」を展開するため
の手立て、カリキュラムの自己点検・評価に関
する手法等、「カリキュラム・マネジメント」を円
滑に行うために必要となる知識等を習得し、
各学校や地域における研修のマネジメントを
推進する指導者の養成を図る。

　・学校組織マネジメントの在り方
　・学校運営におけるカリキュラム・マネジメントの在り方

講義
演習・討議
実践発表
講演

10月13日～10月15日

11月24日～11月26日

12月１日～
12月28日(学習管理
システムによる講義
動画の配信)
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143
体力向上マネジメント指導
者養成研修

　校長のリーダーシップの下、日々の教育活
動、学校の資源を一体的にマネジメントした、
各学校や地域の実態等に即した体力向上を
図るための手法等を習得し、各学校や地域に
おける本研修の内容を踏まえた研修のマネジ
メントを推進する指導者の養成を図る。

　・子供の体力向上を図るための指導者の役割
　・学校組織マネジメントの在り方
　・学校運営におけるカリキュラム・マネジメントの在り方
　・体育活動中の事故防止について
　・学校全体で取り組む体力向上に関するマネジメントの
　　在り方、実践と課題等

講演
講義
演習

７月上旬予定
独立行政法人教職員
支援機構

144 学校安全指導者養成研修

　地域・学校において児童生徒等の安全確保
が図られるよう、学校安全における三領域（生
活安全・交通安全・災害安全）に関し、必要な
知識等を習得し、学校安全に関する諸課題の
改善及び教職員の専門性向上に、指導・助言
等を行うことができる指導者の養成を図る。

　・学校安全の現状と課題
　・発達段階に応じた効果的な教育と組織活動
　・学校事故事例について
　・危機管理体制の現状と課題
　・想定外の状況における危機管理の在り方
　・学校の危機管理マニュアルの見直し

講義動画の配信（オ
ンライン）

８月２日～８月31日
独立行政法人教職員
支援機構

145 教育相談基幹研修

　日々の教育活動、学校の資源と外部関係機
関等をマネジメントした組織的な教育相談体
制を構築し、効果的に教育相談を実践するた
めの手法等を習得する。

　・「チーム学校」の構築と生徒指導・教育相談
　・教育相談の在り方
　・教育相談の効果的な実践
　・「チーム学校」の構築
　・教育相談に関するマネジメントの推進

講義
演習

6月2日（水）～6月4日
（金）

146
学校教育の情報化指導者
養成研修

　ＩＣＴを活用した授業を展開するための手立
て、特色ある教育課程の編成や学校課題解
決のためのＩＣＴ活用戦略づくり等、ICTを活用
して教育活動の改善を行うため、各学校のマ
ネジメントを推進する指導者として必要な知識
等を習得する。

　・情報教育・ICT機器活用・校務の情報化に関する
　講義、実習、演習

講義、実習、演習 １月～２月

147
産業・情報技術等指導者
養成研修

　学校における実習等の授業の質の向上を
図るため、急速に発展・進歩する産業技術、
情報技術等について、最新の知識・技術を習
得する。

専門教科（農業、工業、商業、水産、家庭、福祉、情報）
指導に関する講義、実習、演習

講義、実習、演習 ７月～８月

148 幼児教育指導者研修

　幼児教育を担当する指導主事等に対し、幼
児教育の指導の充実や小学校教育との円滑
な接続、評価を含めたカリキュラム・マネジメ
ントの適正な実施など、幼児教育の指導者と
して必要な知識を習得させ、各学校や地域に
おける研修のマネジメントを推進する指導者
の養成を図る。

　・幼児教育の教育課程
　・幼稚園等の運営、管理
　・幼児教育と小学校教育との違いや子供の発達と
　　学びの連続性
　・評価やマネジメントの在り方

講義
講義
講義・グループ協議
講義・演習・発表

12月

149 上越教育大学大学院派遣

　公立小・中・高等学校及び特別支援学校の
教員を大学院に派遣し、資質の向上と指導力
の充実を図り本県教育の振興・発展に資す
る。

　○総合的、先行的な教育研究
　　・学校教育専攻
　　　心理臨床コース、学校教育深化コース
　　　国際理解・日本語教育コース、教職キャリア支援コース

講義、演習、課題研
究、論文

２年

150
上越教育大学教職大学院
派遣

　公立小・中・高等学校及び特別支援学校の
教員を教職大学院に派遣し、資質の向上と指
導力の充実を図り本県教育の振興・発展に資
する。

　○教育実践能力の高度化のための教育研修
　　・教育実践高度化専攻

講義、演習、実習、
教育実践に関するレ
ポート等

２年､１年

151 新潟大学教職大学院派遣

　公立小・中・高等学校及び特別支援学校の
教員を教職大学院に派遣し、資質の向上と指
導力の充実を図り本県教育の振興・発展に資
する。

　○総合的、先行的な教育研究
　　・教育実践開発専攻

講義、演習、課題研
究、論文

２年

152 高等学校教員内地留学

　公立高等学校教諭を大学・大学院又は研究
機関等に派遣し、各教科又は生徒指導等に
係る専門的な知識及び技術を習得させ、その
資質能力の向上を図る。

　○各教科、生徒指導等 派遣研修 ４月～３月のうち、６ヶ
月

153 実践力向上研修

　各学校の実態に即した実践的な指導力を身
に付けさせるため、指導主事を派遣して教科
等に係る校内研修等を支援する。

　○各教科等
　○教育相談
　○特別支援教育

講義･授業研究･協
議･演習
ただし、必要に応じ
て、Zoom等のオンラ
イン会議システムを
活用した研修の依
頼にも応じる。

５月下旬～２月上旬
（希望する学校・園と
調整）

154 指導力ステップアップ研修

　「新潟県立教育センター」において「指導力
の回復・向上のための研修」を命じられた教
職員に対して一定期間の研修を行い、児童生
徒に対する指導力の回復や教員としての資
質向上を図り、職場復帰を目指す。

　受講者の課題に応じた内容 講義･授業研究･協
議･演習

４月１日～３月31日
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